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周
知
の
如
く
、「
孝
」
は
、
東
ア
ジ
ア
で
は
家
族
倫
理
に
お
い
て
最
も
重
ん
じ

ら
れ
て
い
る
道
徳
観
念
で
あ
る
。
中
国
の
漢
代
に
『
孝
経
』
が
『
論
語
』
と
と
も

に
経
典
と
さ
れ
て
以
来
、
儒
教
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
伝
播
に
伴
っ
て
、「
孝
」
と
い

う
観
念
も
東
ア
ジ
ア
の
社
会
に
受
容
さ
れ
、
そ
し
て
次
第
に
根
を
下
ろ
し
た
の
で

あ
る
。

　
だ
が
、「
孝
」
概
念
に
対
す
る
解
釈
は
、
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。
朱
子
（
一

一
三
○
～
一
二
○
○
）
は
、「
性
に
は
仁
義
礼
智
し
か
な
い
」

（
一
）

と
い
い
、「
思
う
に

孝
・
弟
は
仁
の
中
か
ら
発
し
て
出
て
来
た
も
の
」

（
二
）

と
も
い
い
、「
孝
」
を
「
仁
」

よ
り
派
生
し
た
も
の
と
す
る
が
、
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九
～
一
六
九
一
）
は
、「
仁

義
礼
智
は
孝
の
條
理
な
り
」

（
三
）

と
述
べ
、「
仁
義
礼
智
」
を
「
孝
」
の
内
容
と
す
る
。

　
実
際
、
熊
沢
蕃
山
思
想
に
は
特
に
「
孝
」
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
彼

は
、「
孝
」
を
、「
神
道
」「
太
極
」「
太
虚
」
と
並
べ
て
万
物
の
根
源
と
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、人
間
の
「
性
」
ま
た
は
「
心
」
と
も
考
え
て
い
た
の
で
あ
り（

四
）、「

孝
」

は
そ
の
思
想
に
お
い
て
は
核
心
的
な
概
念
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
熊
沢
蕃
山
の
い
う
「
孝
」
を
、
朱
子
学
及
び
陽
明
学
と
比
較
し
つ

つ
、
で
き
る
だ
け
深
く
掘
り
下
げ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
二

　『
集
義
和
書
』
に
は
、「
孝
」
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
が
見
え
る
。

「
孝
は
天
地
未
画
の
前
に
あ
り
、
太
虚
の
神
道
な
り
。
天
地
人
万
物
み
な
孝
よ
り

生
ぜ
り
。
春
夏
秋
冬
、
風
雷
雨
露
、
孝
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
。
仁
義
礼
智
は
孝
の

条
理
な
り
。
五
典
十
義
は
孝
の
時
な
り
。
神
理
の
含
蓄
の
と
こ
ろ
を
孝
と
す
。
言

語
を
以
て
名
付
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
し
ゐ
て
象
を
取
て
孝
と
い
ふ
。
孝
の
字
老
子
の

二
を
合
て
作
れ
り
。
文
字
の
傍
偏
と
な
す
時
に
は
画
を
は
ぶ
き
し
な
り
。
天
地
い

ま
だ
ひ
ら
け
ざ
る
大
虚
の
時
に
は
、
理
を
老
と
し
気
を
子
と
す
。
天
地
す
で
に
ひ

ら
け
て
は
、
天
を
老
と
し
地
を
子
と
す
。
乾
坤
を
老
と
し
六
子
を
子
と
す
。
日
を

老
と
し
月
を
子
と
す
。
易
の
字
日
月
を
合
て
作
れ
り
。
日
月
老
子
其
義
一
な
り
。

易
と
孝
経
と
へ
だ
て
な
き
道
理
な
り
。
山
を
孝
と
し
川
を
子
と
す
。
中
国
を
老
と

し
東
夷
南
蛮
西
戎
北
狄
を
子
と
す
。
君
を
老
と
し
臣
を
子
と
す
。
夫
を
老
と
し
婦

を
子
と
す
。
徳
性
の
感
通
に
を
い
て
も
仁
は
老
な
り
、
愛
は
子
な
り
。
此
理
を
以

て
万
事
万
物
に
を
し
て
み
れ
ば
、
孝
の
理
な
く
し
て
生
ず
る
も
の
な
し
。
此
神
理

の
我
が
心
に
有
す
る
も
の
を
取
て
受
用
と
す
れ
ば
愛
敬
な
り
。
上
よ
り
見
く
だ
せ

ば
老
夫
の
幼
子
を
携
た
る
体
に
し
て
愛
の
象
な
り
。
下
か
ら
見
あ
ぐ
れ
ば
、
子
の
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老
を
戴
き
た
る
体
に
し
て
、
敬
の
象
な
り
。
其
親
を
愛
す
る
の
心
は
、
天
下
に
を

い
て
に
く
む
べ
き
者
な
し
。
其
親
を
敬
す
る
心
は
、
天
下
に
を
い
て
慢
り
か
ろ
し

む
べ
き
者
な
し
。
愛
敬
親
に
つ
か
ふ
る
一
心
の
上
に
尽
し
て
、
天
地
同
根
万
物
一

体
の
性
命
明
か
な
り
。
よ
く
一
日
も
私
欲
亡
て
天
理
存
ず
る
時
は
、
其
大
を
た
づ

ぬ
る
に
外
な
く
、
其
小
を
み
る
に
内
な
し
。
纔
に
初
て
仁
を
い
ふ
べ
し
。
義
は
孝

の
勇
な
り
。
礼
は
孝
の
品
節
な
り
。
智
は
孝
の
神
明
也
。
信
は
孝
の
実
也
」（『
全

書
』
第
一
冊
、
一
八
○
～
二
頁
）

こ
の
解
説
に
は
、
三
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
、「
孝
」
は
「
太
虚
」「
神

道
」
と
同
一
で
万
物
の
根
源
を
な
す
本
体
で
あ
る
。
二
、「
孝
」
は
、「
老
」
と
「
子
」

の
二
字
か
ら
な
り
、
そ
れ
が
「
理
」
と
「
気
」
を
象
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
事
物
の
そ
の
対
立
或
い
は
相
対
の
関
係
を
具
象
し
て
い
る
。
三
、「
孝
」

は
人
間
の
「
心
」
を
象
っ
て
い
る
。「
此
神
理
の
我
が
心
に
有
す
る
も
の
を
取
て

受
用
と
す
れ
ば
愛
敬
な
り
」
と
い
う
文
が
、
二
と
三
を
兼
ね
て
示
し
て
い
る
。
以

下
で
は
、
こ
の
三
つ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
い
検
討
を
加
え
る
。

　
熊
沢
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
万
物
の
根
源
と
す
る
本
体
に
つ
い
て
は
「
太
極
」
ま

た
は
「
太
虚
」
の
二
つ
の
概
念
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
上
文
の
「
孝
は
天

地
未
画
の
前
に
あ
り
、
太
虚
の
神
道
な
り
。
天
地
人
万
物
、
み
な
孝
よ
り
生
ぜ
り
」、

「
孝
の
字
老
子
の
二
を
合
て
作
れ
り
。
文
字
の
傍
偏
と
な
す
時
に
は
画
を
は
ぶ
き

し
な
り
。
天
地
い
ま
だ
ひ
ら
け
ざ
る
大
虚
の
時
に
は
、理
を
老
と
し
気
を
子
と
す
」

と
い
っ
た
叙
述
と
「
太
虚
は
理
気
の
み
な
り
」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、

五
六
頁
）
と
い
う
言
明
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
実
際
、「
太
虚
」「
神
道
」「
孝
」

は
い
ず
れ
も
、
万
物
の
根
源
を
な
す
本
体
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は

は
っ
き
り
分
か
る
。

　
本
体
と
し
て
の
「
太
極
」「
太
虚
」
は
、
理
と
気
を
内
容
す
る
も
の
、
自
然
界

に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
体
を
生
成
す
る
ま
た
は
消
滅
す
る
そ
の
聚
ま
た
は
散
の
気

が
出
入
す
る
根
源
、
永
遠
に
存
続
す
る
も
の
、
と
い
う
三
つ
の
意
味
を
併
せ
持
つ

概
念
で
あ
り
、
従
っ
て
、「
神
道
」
も
「
孝
」
も
当
然
、
こ
の
三
つ
の
意
味
を
有

す
る
の
で
あ
る（

五
）。

　「
孝
」
は
、「
老
」
と
「
子
」
の
二
字
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
字
と
し
て
、
そ
れ

が
「
理
」
と
「
気
」
を
具
象
し
て
い
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、『
孝
経
外
伝
或
問
』

の
「
太
虚
は
無
一
物
の
時
也
、
理
気
の
み
。
孝
の
字
則
理
気
の
象
也
。
老
と
子
と

合
て
孝
字
と
す
。
理
は
老
也
。
気
は
子
也
。
生
ず
る
者
を
老
と
し
、
生
ぜ
ら
る
る

者
を
子
と
す
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
六
七
頁
）
と
い
う
文
に
も
明
確
に
見
受
け
ら

れ
る
。『
孝
経
外
伝
或
問
』
の
著
述
時
期
に
つ
い
て
、「
孝
経
小
解
并
に
孝
経
外
伝

或
問
解
題
」
に
「
極
め
て
晩
年
の
著
述
と
断
定
し
て
誤
は
あ
る
ま
い
」（『
全
集
』

第
三
冊
、
五
頁
）
と
記
述
し
て
お
り
、「
孝
」
の
字
が
「
理
」
と
「
気
」
を
表
し

て
い
る
と
い
う
考
え
方
は
、
蕃
山
五
十
四
歳
以
降
一
貫
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

六
）。

　
ま
た
、『
孝
経
小
解
』
に
「
孝
字
は
愛
敬
の
象
あ
り
。
上
よ
り
見
れ
ば
老
者
の

子
を
い
だ
け
る
象
に
て
愛
也
。
下
よ
り
見
れ
ば
子
の
老
者
に
し
た
が
へ
る
象
に
し

て
敬
也
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
十
五
頁
）
と
あ
り
、
こ
の
文
は
、
上
文
の
「
上
よ

り
見
く
だ
せ
ば
老
夫
の
幼
子
を
携
た
る
体
に
し
て
愛
の
象
な
り
。
下
か
ら
見
れ
ば

あ
ぐ
れ
ば
、
子
の
老
を
戴
き
た
る
体
に
し
て
、
敬
の
象
な
り
」
と
い
う
文
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で
あ
り
、「
孝
」
の
字
は
、
そ
の
「
老
」
の
「
子
」
へ
の
愛
と
、
そ

の
「
子
」
の
「
老
」
へ
の
敬
と
を
象
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。『
孝

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」
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経
小
解
』
の
著
述
時
期
に
つ
い
て
は
、「
孝
経
小
解
并
に
孝
経
外
伝
或
問
解
題
」

に
よ
れ
ば
、
北
小
路
俊
光
日
記
元
禄
三
年
八
月
七
日
に
「
孝
経
小
解
校
合
」
と
見

え
る（

七
）。

元
禄
三
年
（
一
六
九
一
年
）
に
は
校
合
し
て
い
た
書
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は

蕃
山
の
最
晩
年
の
著
作
と
な
る
。
故
に
、「
孝
」
が
事
物
の
そ
の
対
立
或
い
は
相

対
の
関
係
を
具
象
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
五
十
四
歳
以
降
一
貫
し
て
い
る
と
見

て
よ
い
と
思
う
。

　『
集
義
和
書
』
に
は
、「
我
心
則
太
虚
な
り
」（『
全
集
』
第
一
冊
、
十
頁
）
と
あ

り
、
ま
た
、「
天
地
万
物
皆
己
が
有
な
り
。
太
虚
を
心
と
す
れ
ば
な
り
」（『
全
集
』

第
一
冊
、
三
六
七
頁
）
と
も
あ
り（

八
）、

人
間
の
「
心
」
を
「
太
虚
」
と
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。「
孝
」、「
太
虚
」、「
神
道
」
を
同
一
の
概
念
と
す
る
蕃
山
の
思
想
に

お
い
て
は
、「
我
心
則
太
虚
な
り
」
の
で
あ
れ
ば
、「
孝
」
も
「
神
道
」
も
ま
た
「
心
」

で
も
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
従
っ
て
、
蕃
山
思
想
に
お
け
る
「
孝
」
や
「
神
道
」
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に

は
、
蕃
山
の
い
う
「
心
」
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
三

　『
孝
経
小
解
』
に
は
、「
孝
は
生
理
の
至
実
に
し
て
、
天
地
人
の
心
也
」（『
全
集
』

第
三
冊
、
一
七
頁
）
と
あ
り
、「
孝
」
は
「
天
地
人
の
心
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
天

地
の
心
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
、『
易
経
』
乾
卦
彖
辞
の
「
乾
道
変
化
し
て
、
各

お
の
性
命
を
正
し
く
し
て
、
大
和
を
保
合
す
る
は
、
乃
ち
利
貞
な
り
。
庶
物
に
首

出
し
て
、
万
国
咸
く
寧
し
」
と
い
う
語
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
解
釈
に
見
ら
れ
る
。

「
天
命
流
行
し
て
、
日
月
星
辰
代
明
、
四
時
の
気
節
た
が
わ
ず
。
夏
の
炎
熱
漸
々

変
じ
、
秋
の
清
涼
い
た
り
、
暑
な
ご
り
な
き
は
化
也
。
一
草
一
木
ま
で
も
各
其
理

を
得
て
、
百
穀
堅
実
す
る
は
正
性
命
也
。
秋
の
清
涼
の
気
漸
々
変
じ
、
霜
雪
い
た

り
寒
気
閇
て
水
こ
ほ
る
は
化
也
。
仲
冬
十
一
月
に
一
陽
下
に
来
復
し
、
十
二
月
に

二
陽
生
じ
、
正
月
に
三
陽
生
ず
。
天
気
下
り
地
気
上
り
、
交
泰
し
て
春
を
成
。
東

風
氷
を
と
き
、
霞
た
な
び
き
、
鶯
鳴
梅
花
さ
く
。
寒
中
に
咲
梅
は
、
冬
至
一
陽
の

気
を
先
受
て
雪
中
よ
り
ほ
こ
ろ
び
出
。
二
月
は
時
正
櫻
桃
花
な
ど
咲
出
、
三
月
は

花
盛
也
。
余
寒
名
残
な
く
化
す
。
皆
乾
道
の
変
化
に
あ
ら
ず
と
云
事
な
し
。
跡
の

み
や
す
き
物
を
云
の
み
。
桃
花
の
時
分
よ
り
種
を
つ
け
、
四
月
の
末
よ
り
五
月
の

上
旬
に
植
、
炎
暑
の
気
に
長
し
、
雨
露
の
恩
に
養
れ
て
初
て
穂
に
出
。
い
ま
だ
粟

皮
の
み
に
て
、
内
に
甘
露
を
含
め
り
。
是
大
和
を
保
合
す
る
象
也
。
漸
々
堅
実
す

る
は
、
利
貞
の
象
也
。
始
終
元
亨
利
貞
の
命
を
受
て
如
此
。
故
に
大
和
は
元
亨
利

貞
に
配
す
、
天
地
の
仁
徳
也
。
天
地
の
大
徳
を
生
と
云
、
日
と
し
て
生
ぜ
ず
と
云

事
な
し
。
是
天
地
の
心
也
。
人
は
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
、
是
を
本
心
と
云
。

本
心
は
仁
也
。
仁
は
生
理
也
。
生
理
を
心
に
存
養
す
る
を
、
大
和
を
保
合
す
る
と

云
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
九
○
～
一
頁
）

こ
の
文
に
は
難
解
な
部
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
仔
細
に
吟
味
し
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　「
仲
冬
十
一
月
に
一
陽
下
に
来
復
し
、十
二
月
に
二
陽
生
じ
、正
月
に
三
陽
生
ず
」

と
い
う
言
葉
は
、
復
卦
（
☷
☳
）、
臨
卦
（
☷
☱
）、
泰
卦
（
☷
☰
）
の
三
卦
を
指

し
て
言
う
も
の
で
あ
る
。
一
年
の
陰
陽
の
消
長
を
十
二
卦
で
表
す
も
の
は
「
十
二

消
息
卦
」
と
呼
ば
れ
る（

九
）。「

十
二
消
息
卦
」
は
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
に
お
け
る
陰



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
号
（
二
〇
一
五
・
十
一
）

（2）

老
を
戴
き
た
る
体
に
し
て
、
敬
の
象
な
り
。
其
親
を
愛
す
る
の
心
は
、
天
下
に
を

い
て
に
く
む
べ
き
者
な
し
。
其
親
を
敬
す
る
心
は
、
天
下
に
を
い
て
慢
り
か
ろ
し

む
べ
き
者
な
し
。
愛
敬
親
に
つ
か
ふ
る
一
心
の
上
に
尽
し
て
、
天
地
同
根
万
物
一

体
の
性
命
明
か
な
り
。
よ
く
一
日
も
私
欲
亡
て
天
理
存
ず
る
時
は
、
其
大
を
た
づ

ぬ
る
に
外
な
く
、
其
小
を
み
る
に
内
な
し
。
纔
に
初
て
仁
を
い
ふ
べ
し
。
義
は
孝

の
勇
な
り
。
礼
は
孝
の
品
節
な
り
。
智
は
孝
の
神
明
也
。
信
は
孝
の
実
也
」（『
全

書
』
第
一
冊
、
一
八
○
～
二
頁
）

こ
の
解
説
に
は
、
三
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
、「
孝
」
は
「
太
虚
」「
神

道
」
と
同
一
で
万
物
の
根
源
を
な
す
本
体
で
あ
る
。
二
、「
孝
」
は
、「
老
」
と
「
子
」

の
二
字
か
ら
な
り
、
そ
れ
が
「
理
」
と
「
気
」
を
象
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
事
物
の
そ
の
対
立
或
い
は
相
対
の
関
係
を
具
象
し
て
い
る
。
三
、「
孝
」

は
人
間
の
「
心
」
を
象
っ
て
い
る
。「
此
神
理
の
我
が
心
に
有
す
る
も
の
を
取
て

受
用
と
す
れ
ば
愛
敬
な
り
」
と
い
う
文
が
、
二
と
三
を
兼
ね
て
示
し
て
い
る
。
以

下
で
は
、
こ
の
三
つ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
い
検
討
を
加
え
る
。

　
熊
沢
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
万
物
の
根
源
と
す
る
本
体
に
つ
い
て
は
「
太
極
」
ま

た
は
「
太
虚
」
の
二
つ
の
概
念
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
上
文
の
「
孝
は
天

地
未
画
の
前
に
あ
り
、
太
虚
の
神
道
な
り
。
天
地
人
万
物
、
み
な
孝
よ
り
生
ぜ
り
」、

「
孝
の
字
老
子
の
二
を
合
て
作
れ
り
。
文
字
の
傍
偏
と
な
す
時
に
は
画
を
は
ぶ
き

し
な
り
。
天
地
い
ま
だ
ひ
ら
け
ざ
る
大
虚
の
時
に
は
、理
を
老
と
し
気
を
子
と
す
」

と
い
っ
た
叙
述
と
「
太
虚
は
理
気
の
み
な
り
」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、

五
六
頁
）
と
い
う
言
明
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
実
際
、「
太
虚
」「
神
道
」「
孝
」

は
い
ず
れ
も
、
万
物
の
根
源
を
な
す
本
体
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は

は
っ
き
り
分
か
る
。

　
本
体
と
し
て
の
「
太
極
」「
太
虚
」
は
、
理
と
気
を
内
容
す
る
も
の
、
自
然
界

に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
体
を
生
成
す
る
ま
た
は
消
滅
す
る
そ
の
聚
ま
た
は
散
の
気

が
出
入
す
る
根
源
、
永
遠
に
存
続
す
る
も
の
、
と
い
う
三
つ
の
意
味
を
併
せ
持
つ

概
念
で
あ
り
、
従
っ
て
、「
神
道
」
も
「
孝
」
も
当
然
、
こ
の
三
つ
の
意
味
を
有

す
る
の
で
あ
る（

五
）。

　「
孝
」
は
、「
老
」
と
「
子
」
の
二
字
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
字
と
し
て
、
そ
れ

が
「
理
」
と
「
気
」
を
具
象
し
て
い
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、『
孝
経
外
伝
或
問
』

の
「
太
虚
は
無
一
物
の
時
也
、
理
気
の
み
。
孝
の
字
則
理
気
の
象
也
。
老
と
子
と

合
て
孝
字
と
す
。
理
は
老
也
。
気
は
子
也
。
生
ず
る
者
を
老
と
し
、
生
ぜ
ら
る
る

者
を
子
と
す
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
六
七
頁
）
と
い
う
文
に
も
明
確
に
見
受
け
ら

れ
る
。『
孝
経
外
伝
或
問
』
の
著
述
時
期
に
つ
い
て
、「
孝
経
小
解
并
に
孝
経
外
伝

或
問
解
題
」
に
「
極
め
て
晩
年
の
著
述
と
断
定
し
て
誤
は
あ
る
ま
い
」（『
全
集
』

第
三
冊
、
五
頁
）
と
記
述
し
て
お
り
、「
孝
」
の
字
が
「
理
」
と
「
気
」
を
表
し

て
い
る
と
い
う
考
え
方
は
、
蕃
山
五
十
四
歳
以
降
一
貫
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

六
）。

　
ま
た
、『
孝
経
小
解
』
に
「
孝
字
は
愛
敬
の
象
あ
り
。
上
よ
り
見
れ
ば
老
者
の

子
を
い
だ
け
る
象
に
て
愛
也
。
下
よ
り
見
れ
ば
子
の
老
者
に
し
た
が
へ
る
象
に
し

て
敬
也
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
十
五
頁
）
と
あ
り
、
こ
の
文
は
、
上
文
の
「
上
よ

り
見
く
だ
せ
ば
老
夫
の
幼
子
を
携
た
る
体
に
し
て
愛
の
象
な
り
。
下
か
ら
見
れ
ば

あ
ぐ
れ
ば
、
子
の
老
を
戴
き
た
る
体
に
し
て
、
敬
の
象
な
り
」
と
い
う
文
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で
あ
り
、「
孝
」
の
字
は
、
そ
の
「
老
」
の
「
子
」
へ
の
愛
と
、
そ

の
「
子
」
の
「
老
」
へ
の
敬
と
を
象
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。『
孝

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」

　
　孫

　路
易

（3）

経
小
解
』
の
著
述
時
期
に
つ
い
て
は
、「
孝
経
小
解
并
に
孝
経
外
伝
或
問
解
題
」

に
よ
れ
ば
、
北
小
路
俊
光
日
記
元
禄
三
年
八
月
七
日
に
「
孝
経
小
解
校
合
」
と
見

え
る（

七
）。

元
禄
三
年
（
一
六
九
一
年
）
に
は
校
合
し
て
い
た
書
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は

蕃
山
の
最
晩
年
の
著
作
と
な
る
。
故
に
、「
孝
」
が
事
物
の
そ
の
対
立
或
い
は
相

対
の
関
係
を
具
象
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
五
十
四
歳
以
降
一
貫
し
て
い
る
と
見

て
よ
い
と
思
う
。

　『
集
義
和
書
』
に
は
、「
我
心
則
太
虚
な
り
」（『
全
集
』
第
一
冊
、
十
頁
）
と
あ

り
、
ま
た
、「
天
地
万
物
皆
己
が
有
な
り
。
太
虚
を
心
と
す
れ
ば
な
り
」（『
全
集
』

第
一
冊
、
三
六
七
頁
）
と
も
あ
り（

八
）、

人
間
の
「
心
」
を
「
太
虚
」
と
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。「
孝
」、「
太
虚
」、「
神
道
」
を
同
一
の
概
念
と
す
る
蕃
山
の
思
想
に

お
い
て
は
、「
我
心
則
太
虚
な
り
」
の
で
あ
れ
ば
、「
孝
」
も
「
神
道
」
も
ま
た
「
心
」

で
も
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
従
っ
て
、
蕃
山
思
想
に
お
け
る
「
孝
」
や
「
神
道
」
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に

は
、
蕃
山
の
い
う
「
心
」
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
三

　『
孝
経
小
解
』
に
は
、「
孝
は
生
理
の
至
実
に
し
て
、
天
地
人
の
心
也
」（『
全
集
』

第
三
冊
、
一
七
頁
）
と
あ
り
、「
孝
」
は
「
天
地
人
の
心
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
天

地
の
心
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
、『
易
経
』
乾
卦
彖
辞
の
「
乾
道
変
化
し
て
、
各

お
の
性
命
を
正
し
く
し
て
、
大
和
を
保
合
す
る
は
、
乃
ち
利
貞
な
り
。
庶
物
に
首

出
し
て
、
万
国
咸
く
寧
し
」
と
い
う
語
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
解
釈
に
見
ら
れ
る
。

「
天
命
流
行
し
て
、
日
月
星
辰
代
明
、
四
時
の
気
節
た
が
わ
ず
。
夏
の
炎
熱
漸
々

変
じ
、
秋
の
清
涼
い
た
り
、
暑
な
ご
り
な
き
は
化
也
。
一
草
一
木
ま
で
も
各
其
理

を
得
て
、
百
穀
堅
実
す
る
は
正
性
命
也
。
秋
の
清
涼
の
気
漸
々
変
じ
、
霜
雪
い
た

り
寒
気
閇
て
水
こ
ほ
る
は
化
也
。
仲
冬
十
一
月
に
一
陽
下
に
来
復
し
、
十
二
月
に

二
陽
生
じ
、
正
月
に
三
陽
生
ず
。
天
気
下
り
地
気
上
り
、
交
泰
し
て
春
を
成
。
東

風
氷
を
と
き
、
霞
た
な
び
き
、
鶯
鳴
梅
花
さ
く
。
寒
中
に
咲
梅
は
、
冬
至
一
陽
の

気
を
先
受
て
雪
中
よ
り
ほ
こ
ろ
び
出
。
二
月
は
時
正
櫻
桃
花
な
ど
咲
出
、
三
月
は

花
盛
也
。
余
寒
名
残
な
く
化
す
。
皆
乾
道
の
変
化
に
あ
ら
ず
と
云
事
な
し
。
跡
の

み
や
す
き
物
を
云
の
み
。
桃
花
の
時
分
よ
り
種
を
つ
け
、
四
月
の
末
よ
り
五
月
の

上
旬
に
植
、
炎
暑
の
気
に
長
し
、
雨
露
の
恩
に
養
れ
て
初
て
穂
に
出
。
い
ま
だ
粟

皮
の
み
に
て
、
内
に
甘
露
を
含
め
り
。
是
大
和
を
保
合
す
る
象
也
。
漸
々
堅
実
す

る
は
、
利
貞
の
象
也
。
始
終
元
亨
利
貞
の
命
を
受
て
如
此
。
故
に
大
和
は
元
亨
利

貞
に
配
す
、
天
地
の
仁
徳
也
。
天
地
の
大
徳
を
生
と
云
、
日
と
し
て
生
ぜ
ず
と
云

事
な
し
。
是
天
地
の
心
也
。
人
は
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
、
是
を
本
心
と
云
。

本
心
は
仁
也
。
仁
は
生
理
也
。
生
理
を
心
に
存
養
す
る
を
、
大
和
を
保
合
す
る
と

云
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
九
○
～
一
頁
）

こ
の
文
に
は
難
解
な
部
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
仔
細
に
吟
味
し
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　「
仲
冬
十
一
月
に
一
陽
下
に
来
復
し
、十
二
月
に
二
陽
生
じ
、正
月
に
三
陽
生
ず
」

と
い
う
言
葉
は
、
復
卦
（
☷
☳
）、
臨
卦
（
☷
☱
）、
泰
卦
（
☷
☰
）
の
三
卦
を
指

し
て
言
う
も
の
で
あ
る
。
一
年
の
陰
陽
の
消
長
を
十
二
卦
で
表
す
も
の
は
「
十
二

消
息
卦
」
と
呼
ば
れ
る（

九
）。「

十
二
消
息
卦
」
は
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
に
お
け
る
陰
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陽
二
気
の
盛
衰
を
具
象
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
皆
乾
道
の
変
化
に
あ
ら
ず
と
云

事
な
し
」
と
、
蕃
山
は
い
う
。「
乾
道
」
は
「
乾
」
の
「
道
」
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
、

乾
卦
の
卦
辞
に
い
う
「
乾
、元
亨
利
貞
」
の
「
元
亨
利
貞
」
で
あ
る（

十
）。「

元
亨
利
貞
」

に
つ
い
て
の
叙
述
と
し
て
『
集
義
和
書
』「
心
法
図
解
」
の
冒
頭
の
、

「
□
ハ
寂
然
不
動
ノ
象
也
。
○
ハ
流
行
活
動
ノ
象
也
。
□
ハ
理
ヲ
図
シ
、
○
ハ
気

ヲ
図
ス
。
太
虚
ハ
理
気
ノ
ミ
。
天
道
ハ
至
誠
無
息
也
。
故
ニ
誠
字
ヲ
中
ニ
書
ス
。

誠
ハ
天
之
道
ナ
レ
バ
也
。
其
中
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
元
亨
利
貞
ノ
条
理
ア
リ
、
是
ヲ
天
ノ

四
徳
と
云
。
四
徳
モ
ト
一
理
ニ
シ
テ
無
方
ノ
神
ナ
レ
ド
モ
、
天
地
開
ケ
形
象
ア
ラ

ハ
レ
テ
後
、
木
ハ
東
方
ニ
位
ス
。
木
気
ノ
神
ヲ
元
ト
ス
。
故
ニ
左
に
書
ス
。
火
ハ

南
方
ニ
位
ス
。
火
気
ノ
神
ヲ
亨
ト
ス
。
故
ニ
前
ニ
書
ス
。
金
ハ
西
方
ニ
位
ス
。
金

気
ノ
神
ヲ
利
ト
ス
。
故
ニ
右
に
書
ス
。
水
ハ
北
方
ニ
位
ス
。
水
気
ノ
神
ヲ
貞
ト
ス
。

故
ニ
背
ニ
書
ス
。
元
理
感
ジ
木
気
流
行
シ
テ
万
物
生
ズ
ル
ヲ
春
ト
ス
。
亨
理
感
ジ

火
気
流
行
シ
テ
万
物
長
ズ
ル
ヲ
夏
ト
ス
。
利
理
感
ジ
金
気
流
行
シ
テ
万
物
収
マ
ル

ヲ
秋
ト
ス
。
貞
理
感
ジ
水
気
流
行
シ
テ
万
物
蔵
ル
ル
ヲ
冬
ト
ス
。
土
ハ
中
央
ニ
位

ニ
ス
。
土
気
の
神
ヲ
誠
ト
ス
。
シ
カ
レ
ド
モ
、
土
用
ハ
四
季
ニ
応
ズ
ル
ガ
故
ニ
四

隅
ニ
書
ス
。」（『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
三
頁
）

と
い
う
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
元
亨
利
貞
」
は
、
こ
こ
で
は
「
四
徳
」
と
称
さ
れ
、

理
ま
た
は
神
と
も
さ
れ
て
い
る
。「
元
亨
利
貞
」
と
い
う
四
つ
の
理
が
感
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
木
火
金
水
」
の
四
つ
の
気
が
巡
り
流
れ
、
そ
こ
で
「
春
夏
秋
冬
」

の
四
季
が
現
れ
て
、
万
物
が
生
成
成
長
す
る
の
で
あ
る（

十
一
）。

上
文
の
「
東
風
氷
を
と

き
、
霞
た
な
び
き
、
鶯
鳴
梅
花
さ
く
。
寒
中
に
咲
梅
は
、
冬
至
一
陽
の
気
を
先
受

て
雪
中
よ
り
ほ
こ
ろ
び
出
。
二
月
は
時
正
櫻
桃
花
な
ど
咲
出
、
三
月
は
花
盛
也
。

余
寒
名
残
な
く
化
す
」
と
か
、「
桃
花
の
時
分
よ
り
種
を
つ
け
、
四
月
の
末
よ
り

五
月
の
上
旬
に
植
、
炎
暑
の
気
に
長
じ
、
雨
露
の
恩
に
養
れ
て
初
て
穂
に
出
。
い

ま
だ
粟
皮
の
み
に
て
、
内
に
甘
露
を
含
め
り
」
と
か
は
、
そ
れ
の
具
体
的
な
叙
述

で
あ
る
。「
始
終
元
亨
利
貞
の
命
を
受
て
如
此
」
と
い
う
言
葉
は
、「
元
亨
利
貞
」

は
万
物
の
生
成
成
長
を
促
す
根
本
原
理
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、「
大
和
は
元
亨
利
貞
に
配
す
、
天
地
の
仁
徳
也
。
天
地
の
大
徳
を
生

と
云
、
日
と
し
て
生
ぜ
ず
と
云
事
な
し
。
是
天
地
の
心
也
。
人
は
天
地
の
心
を
以

て
心
と
す
」
と
い
う
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
天
地
の
大
徳
を
生
と
云
」
は
、『
周

易
』
繋
辞
下
の
「
天
地
之
大
德
曰
生
」
を
引
用
し
て
言
う
も
の
で
あ
る
が
、『
孝

経
小
解
』
に
「
天
地
は
生
々
を
以
て
心
と
す
。
人
は
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
、

故
に
厥
徳
は
孝
也
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
六
頁
）
と
い
っ
て
い
る
の
に
よ
る
と
、

つ
ま
り「
天
地
は
生
々
を
以
て
心
と
す
」る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
天
地
は
生
々

を
以
て
心
と
す
。
人
は
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
」
と
「
是
天
地
の
心
也
。
人
は

天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
」
と
は
相
覆
う
も
の
と
見
る
な
ら
ば
、「
天
地
の
心
」

は
「
天
地
は
生
々
を
以
て
心
と
す
」
る
こ
と
で
あ
り
即
ち
「
天
地
の
大
德
」
で
あ

る
、
と
理
解
さ
れ
る
。「
大
徳
」
は
つ
ま
り
「
仁
徳
」
だ
と
す
れ
ば
、「
天
地
の
心
」

は
即
ち
「
天
地
の
仁
徳
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
大
和
は
元
亨
利
貞
に
配
す
、
天
地

の
仁
徳
也
」
と
い
う
文
と
、
前
に
引
用
し
た
「
心
法
図
解
」
の
「
其
中
ヲ
ノ
ヅ
カ

ラ
元
亨
利
貞
ノ
条
理
ア
リ
、
是
ヲ
天
ノ
四
徳
と
云
」
と
い
う
文
と
を
合
わ
せ
て
見

る
と
、「
天
地
の
仁
徳
」
は
即
ち
「
天
ノ
四
徳
」
と
看
取
で
き
る
。
従
っ
て
、「
天

地
の
心
」
は
、「
天
地
は
生
々
を
以
て
心
と
す
」
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
天
地
の
大

德
」
で
あ
り
、「
天
地
の
仁
徳
」
で
あ
り
「
天
ノ
四
徳
」
で
あ
り
、
即
ち
「
元
亨

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」
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利
貞
」で
あ
る
、と
い
う
こ
と
は
、如
上
の
吟
味
検
討
か
ら
し
て
結
論
さ
れ
る
。「
天

地
の
心
」
は
「
元
亨
利
貞
」
で
あ
り
、「
人
は
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
」
る
の

で
あ
れ
ば
、
人
間
は
「
元
亨
利
貞
」
を
「
心
」
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　『
集
義
和
書
』
に
「
天
地
造
化
の
神
理
主
帥
を
元
亨
利
貞
と
い
ひ
、
人
に
有
て

は
仁
義
礼
智
と
い
ふ
」（『
全
集
』
第
一
冊
、
九
～
十
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
『
集
義

外
書
』
に
「
天
道
造
化
の
常
よ
り
い
へ
ば
、
元
亨
利
貞
也
。
人
性
五
倫
の
明
徳
よ

り
い
へ
ば
、
仁
義
礼
智
信
な
り
」（『
全
集
』
第
二
冊
、
二
七
九
頁
）
と
も
あ
り
、

こ
の
二
文
と
如
上
の
考
察
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、「
元
亨
利
貞
」
は
即
ち
「
仁

義
礼
智
」
で
あ
り
、
即
ち
「
明
徳
」
で
あ
り
、
即
ち
「
心
」
で
あ
る
、
と
い
う
天

地
の
「
理
」
と
人
間
の
「
性
」「
心
」
の
そ
の
連
続
性
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

更
に
、『
孝
経
外
伝
或
問
』
に
「
故
に
孝
を
徳
の
本
と
す
る
時
は
、
仁
義
礼
智
も

孝
の
條
理
也
。
た
だ
人
性
の
み
な
ら
ず
、
元
亨
利
貞
の
天
の
四
徳
も
孝
の
時
也
」

（『
全
集
』
第
三
冊
、五
八
頁
）
と
も
あ
り
、「
元
亨
利
貞
」
も
「
仁
義
礼
智
」
も
、「
孝
」

の
内
容
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
春
夏
秋
冬
の
移
り
変
わ
り
や
万
物
の
生
成
成
長
を
促
す
も

の
は
「
乾
道
」「
天
地
の
心
」「
元
亨
利
貞
」
で
あ
り
、
人
間
の
「
心
」
は
「
仁
義

礼
智
」「
明
徳
」「
孝
」
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
、
自
然
界
の
根
本
原
理
は
「
元
亨
利

貞
」
を
内
容
と
す
る
「
天
地
の
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
人
間
の
根
本

性
質
は
「
仁
義
礼
智
」
を
内
容
と
す
る
「
心
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
心
」
は
「
明
徳
」
や
「
孝
」
と
も
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
四

　
周
知
の
通
り
、「
心
は
性
情
を
統
ぶ
る
者
な
り
」
は
、
朱
子
学
の
根
底
に
据
え

る
原
則
の
一
つ
で
あ
る（

十
二
）。『

大
学
小
解
』
に
「
心
は
霊
覚
の
名
也
。
性
情
を
統
て

神
霊
明
覚
な
る
者
な
り
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
一
八
一
～
二
頁
）
と
あ
り
、
ま
た

『
論
語
小
解
』
に
も
「
心
は
性
情
を
す
べ
て
霊
照
明
覚
の
躰
也
」（『
全
集
』
第
四
冊
、

七
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
原
則
は
蕃
山
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
故
に
、

蕃
山
の
い
う
「
性
」
と
「
情
」
の
内
容
を
見
れ
ば
、
そ
の
「
心
」
に
つ
い
て
の
考

え
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
朱
子
学
で
も
、「
天
地
の
心
」
は
「
元
亨
利
貞
」
の
徳
で
あ
り
、
そ
し
て
「
元

亨
利
貞
」
の
徳
が
「
仁
義
礼
智
」
の
性
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る（

十
三
）。

し
か
し
、『
朱

子
語
類
』
に
「
天
地
は
こ
の
心
を
も
っ
て
万
物
に
普
及
し
、
人
が
こ
れ
を
得
れ
ば

人
の
心
と
な
り
、
物
が
こ
れ
を
得
れ
ば
物
の
心
と
な
り
、
草
木
禽
獣
が
受
け
入
れ

れ
ば
草
木
禽
獣
の
心
と
な
り
、た
だ
一
つ
の
天
地
の
心
に
過
ぎ
な
い
」と
あ
り
、「
天

地
が
万
物
を
生
ず
る
に
は
、
一
つ
の
物
に
は
つ
ま
り
一
つ
の
天
地
の
心
が
あ
る
の

だ
」
と
あ
る
よ
う
に（

十
四
）、朱

子
は
人
間
に
も
動
植
物
に
も
無
生
物
に
も
「
天
地
の
心
」

つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、

蕃
山
は
「
人
の
性
に
の
み
明
徳
の
尊
号
あ
り
」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、

九
頁
）
と
規
定
し
て
、
人
間
以
外
の
生
物
と
無
生
物
に
も
「
明
徳
」
つ
ま
り
「
仁

義
礼
智
」
の
性
が
あ
る
と
は
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、「
明
徳
」
は
「
仁
義
礼
智
」
で
あ
る
が
、
ま
た
、「
知
仁
勇

は
明
徳
中
の
條
理
也
。
明
徳
を
明
か
に
す
る
と
き
は
、
知
仁
勇
共
に
あ
り
」（『
論



岡
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陽
二
気
の
盛
衰
を
具
象
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
皆
乾
道
の
変
化
に
あ
ら
ず
と
云

事
な
し
」
と
、
蕃
山
は
い
う
。「
乾
道
」
は
「
乾
」
の
「
道
」
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
、

乾
卦
の
卦
辞
に
い
う
「
乾
、元
亨
利
貞
」
の
「
元
亨
利
貞
」
で
あ
る（

十
）。「

元
亨
利
貞
」

に
つ
い
て
の
叙
述
と
し
て
『
集
義
和
書
』「
心
法
図
解
」
の
冒
頭
の
、

「
□
ハ
寂
然
不
動
ノ
象
也
。
○
ハ
流
行
活
動
ノ
象
也
。
□
ハ
理
ヲ
図
シ
、
○
ハ
気

ヲ
図
ス
。
太
虚
ハ
理
気
ノ
ミ
。
天
道
ハ
至
誠
無
息
也
。
故
ニ
誠
字
ヲ
中
ニ
書
ス
。

誠
ハ
天
之
道
ナ
レ
バ
也
。
其
中
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
元
亨
利
貞
ノ
条
理
ア
リ
、
是
ヲ
天
ノ

四
徳
と
云
。
四
徳
モ
ト
一
理
ニ
シ
テ
無
方
ノ
神
ナ
レ
ド
モ
、
天
地
開
ケ
形
象
ア
ラ

ハ
レ
テ
後
、
木
ハ
東
方
ニ
位
ス
。
木
気
ノ
神
ヲ
元
ト
ス
。
故
ニ
左
に
書
ス
。
火
ハ

南
方
ニ
位
ス
。
火
気
ノ
神
ヲ
亨
ト
ス
。
故
ニ
前
ニ
書
ス
。
金
ハ
西
方
ニ
位
ス
。
金

気
ノ
神
ヲ
利
ト
ス
。
故
ニ
右
に
書
ス
。
水
ハ
北
方
ニ
位
ス
。
水
気
ノ
神
ヲ
貞
ト
ス
。

故
ニ
背
ニ
書
ス
。
元
理
感
ジ
木
気
流
行
シ
テ
万
物
生
ズ
ル
ヲ
春
ト
ス
。
亨
理
感
ジ

火
気
流
行
シ
テ
万
物
長
ズ
ル
ヲ
夏
ト
ス
。
利
理
感
ジ
金
気
流
行
シ
テ
万
物
収
マ
ル

ヲ
秋
ト
ス
。
貞
理
感
ジ
水
気
流
行
シ
テ
万
物
蔵
ル
ル
ヲ
冬
ト
ス
。
土
ハ
中
央
ニ
位

ニ
ス
。
土
気
の
神
ヲ
誠
ト
ス
。
シ
カ
レ
ド
モ
、
土
用
ハ
四
季
ニ
応
ズ
ル
ガ
故
ニ
四

隅
ニ
書
ス
。」（『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
三
頁
）

と
い
う
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
元
亨
利
貞
」
は
、
こ
こ
で
は
「
四
徳
」
と
称
さ
れ
、

理
ま
た
は
神
と
も
さ
れ
て
い
る
。「
元
亨
利
貞
」
と
い
う
四
つ
の
理
が
感
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
木
火
金
水
」
の
四
つ
の
気
が
巡
り
流
れ
、
そ
こ
で
「
春
夏
秋
冬
」

の
四
季
が
現
れ
て
、
万
物
が
生
成
成
長
す
る
の
で
あ
る（

十
一
）。

上
文
の
「
東
風
氷
を
と

き
、
霞
た
な
び
き
、
鶯
鳴
梅
花
さ
く
。
寒
中
に
咲
梅
は
、
冬
至
一
陽
の
気
を
先
受

て
雪
中
よ
り
ほ
こ
ろ
び
出
。
二
月
は
時
正
櫻
桃
花
な
ど
咲
出
、
三
月
は
花
盛
也
。

余
寒
名
残
な
く
化
す
」
と
か
、「
桃
花
の
時
分
よ
り
種
を
つ
け
、
四
月
の
末
よ
り

五
月
の
上
旬
に
植
、
炎
暑
の
気
に
長
じ
、
雨
露
の
恩
に
養
れ
て
初
て
穂
に
出
。
い

ま
だ
粟
皮
の
み
に
て
、
内
に
甘
露
を
含
め
り
」
と
か
は
、
そ
れ
の
具
体
的
な
叙
述

で
あ
る
。「
始
終
元
亨
利
貞
の
命
を
受
て
如
此
」
と
い
う
言
葉
は
、「
元
亨
利
貞
」

は
万
物
の
生
成
成
長
を
促
す
根
本
原
理
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、「
大
和
は
元
亨
利
貞
に
配
す
、
天
地
の
仁
徳
也
。
天
地
の
大
徳
を
生

と
云
、
日
と
し
て
生
ぜ
ず
と
云
事
な
し
。
是
天
地
の
心
也
。
人
は
天
地
の
心
を
以

て
心
と
す
」
と
い
う
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
天
地
の
大
徳
を
生
と
云
」
は
、『
周

易
』
繋
辞
下
の
「
天
地
之
大
德
曰
生
」
を
引
用
し
て
言
う
も
の
で
あ
る
が
、『
孝

経
小
解
』
に
「
天
地
は
生
々
を
以
て
心
と
す
。
人
は
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
、

故
に
厥
徳
は
孝
也
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
六
頁
）
と
い
っ
て
い
る
の
に
よ
る
と
、

つ
ま
り「
天
地
は
生
々
を
以
て
心
と
す
」る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
天
地
は
生
々

を
以
て
心
と
す
。
人
は
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
」
と
「
是
天
地
の
心
也
。
人
は

天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
」
と
は
相
覆
う
も
の
と
見
る
な
ら
ば
、「
天
地
の
心
」

は
「
天
地
は
生
々
を
以
て
心
と
す
」
る
こ
と
で
あ
り
即
ち
「
天
地
の
大
德
」
で
あ

る
、
と
理
解
さ
れ
る
。「
大
徳
」
は
つ
ま
り
「
仁
徳
」
だ
と
す
れ
ば
、「
天
地
の
心
」

は
即
ち
「
天
地
の
仁
徳
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
大
和
は
元
亨
利
貞
に
配
す
、
天
地

の
仁
徳
也
」
と
い
う
文
と
、
前
に
引
用
し
た
「
心
法
図
解
」
の
「
其
中
ヲ
ノ
ヅ
カ

ラ
元
亨
利
貞
ノ
条
理
ア
リ
、
是
ヲ
天
ノ
四
徳
と
云
」
と
い
う
文
と
を
合
わ
せ
て
見

る
と
、「
天
地
の
仁
徳
」
は
即
ち
「
天
ノ
四
徳
」
と
看
取
で
き
る
。
従
っ
て
、「
天

地
の
心
」
は
、「
天
地
は
生
々
を
以
て
心
と
す
」
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
天
地
の
大

德
」
で
あ
り
、「
天
地
の
仁
徳
」
で
あ
り
「
天
ノ
四
徳
」
で
あ
り
、
即
ち
「
元
亨

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」

　
　孫

　路
易

（5）

利
貞
」で
あ
る
、と
い
う
こ
と
は
、如
上
の
吟
味
検
討
か
ら
し
て
結
論
さ
れ
る
。「
天

地
の
心
」
は
「
元
亨
利
貞
」
で
あ
り
、「
人
は
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
」
る
の

で
あ
れ
ば
、
人
間
は
「
元
亨
利
貞
」
を
「
心
」
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　『
集
義
和
書
』
に
「
天
地
造
化
の
神
理
主
帥
を
元
亨
利
貞
と
い
ひ
、
人
に
有
て

は
仁
義
礼
智
と
い
ふ
」（『
全
集
』
第
一
冊
、
九
～
十
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
『
集
義

外
書
』
に
「
天
道
造
化
の
常
よ
り
い
へ
ば
、
元
亨
利
貞
也
。
人
性
五
倫
の
明
徳
よ

り
い
へ
ば
、
仁
義
礼
智
信
な
り
」（『
全
集
』
第
二
冊
、
二
七
九
頁
）
と
も
あ
り
、

こ
の
二
文
と
如
上
の
考
察
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、「
元
亨
利
貞
」
は
即
ち
「
仁

義
礼
智
」
で
あ
り
、
即
ち
「
明
徳
」
で
あ
り
、
即
ち
「
心
」
で
あ
る
、
と
い
う
天

地
の
「
理
」
と
人
間
の
「
性
」「
心
」
の
そ
の
連
続
性
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

更
に
、『
孝
経
外
伝
或
問
』
に
「
故
に
孝
を
徳
の
本
と
す
る
時
は
、
仁
義
礼
智
も

孝
の
條
理
也
。
た
だ
人
性
の
み
な
ら
ず
、
元
亨
利
貞
の
天
の
四
徳
も
孝
の
時
也
」

（『
全
集
』
第
三
冊
、五
八
頁
）
と
も
あ
り
、「
元
亨
利
貞
」
も
「
仁
義
礼
智
」
も
、「
孝
」

の
内
容
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
春
夏
秋
冬
の
移
り
変
わ
り
や
万
物
の
生
成
成
長
を
促
す
も

の
は
「
乾
道
」「
天
地
の
心
」「
元
亨
利
貞
」
で
あ
り
、
人
間
の
「
心
」
は
「
仁
義

礼
智
」「
明
徳
」「
孝
」
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
、
自
然
界
の
根
本
原
理
は
「
元
亨
利

貞
」
を
内
容
と
す
る
「
天
地
の
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
人
間
の
根
本

性
質
は
「
仁
義
礼
智
」
を
内
容
と
す
る
「
心
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
心
」
は
「
明
徳
」
や
「
孝
」
と
も
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
四

　
周
知
の
通
り
、「
心
は
性
情
を
統
ぶ
る
者
な
り
」
は
、
朱
子
学
の
根
底
に
据
え

る
原
則
の
一
つ
で
あ
る（

十
二
）。『

大
学
小
解
』
に
「
心
は
霊
覚
の
名
也
。
性
情
を
統
て

神
霊
明
覚
な
る
者
な
り
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
一
八
一
～
二
頁
）
と
あ
り
、
ま
た

『
論
語
小
解
』
に
も
「
心
は
性
情
を
す
べ
て
霊
照
明
覚
の
躰
也
」（『
全
集
』
第
四
冊
、

七
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
原
則
は
蕃
山
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
故
に
、

蕃
山
の
い
う
「
性
」
と
「
情
」
の
内
容
を
見
れ
ば
、
そ
の
「
心
」
に
つ
い
て
の
考

え
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
朱
子
学
で
も
、「
天
地
の
心
」
は
「
元
亨
利
貞
」
の
徳
で
あ
り
、
そ
し
て
「
元

亨
利
貞
」
の
徳
が
「
仁
義
礼
智
」
の
性
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る（

十
三
）。

し
か
し
、『
朱

子
語
類
』
に
「
天
地
は
こ
の
心
を
も
っ
て
万
物
に
普
及
し
、
人
が
こ
れ
を
得
れ
ば

人
の
心
と
な
り
、
物
が
こ
れ
を
得
れ
ば
物
の
心
と
な
り
、
草
木
禽
獣
が
受
け
入
れ

れ
ば
草
木
禽
獣
の
心
と
な
り
、た
だ
一
つ
の
天
地
の
心
に
過
ぎ
な
い
」と
あ
り
、「
天

地
が
万
物
を
生
ず
る
に
は
、
一
つ
の
物
に
は
つ
ま
り
一
つ
の
天
地
の
心
が
あ
る
の

だ
」
と
あ
る
よ
う
に（

十
四
）、朱

子
は
人
間
に
も
動
植
物
に
も
無
生
物
に
も
「
天
地
の
心
」

つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、

蕃
山
は
「
人
の
性
に
の
み
明
徳
の
尊
号
あ
り
」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、

九
頁
）
と
規
定
し
て
、
人
間
以
外
の
生
物
と
無
生
物
に
も
「
明
徳
」
つ
ま
り
「
仁

義
礼
智
」
の
性
が
あ
る
と
は
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、「
明
徳
」
は
「
仁
義
礼
智
」
で
あ
る
が
、
ま
た
、「
知
仁
勇

は
明
徳
中
の
條
理
也
。
明
徳
を
明
か
に
す
る
と
き
は
、
知
仁
勇
共
に
あ
り
」（『
論



岡
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語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
六
三
頁
）
と
も
い
う
よ
う
に
、「
知
仁
勇
」
を
「
明

徳
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
朱
子
に
お
い
て
は
、「
仁
義
礼
智
」
に
「
信
」
を
加

え
て
、
そ
れ
を
「
五
常
の
性
」
と
称
し
、「
五
常
の
性
」
と
称
さ
れ
る
「
仁
義
礼

智
信
」
は
道
徳
の
徳
目
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る（

十
五
）。『

大
学
小
解
』
に
は
「
心
は

霊
覚
の
名
也
。
性
情
を
す
べ
た
る
者
也
。
性
に
五
常
の
條
理
あ
り
、
云
仁
義
礼
智

信
」（『
全
集
』
第
三
冊
、一
八
八
頁
）
と
あ
り
、蕃
山
は
「
仁
義
礼
智
信
」
を
「
五

常
の
條
理
」
と
い
う
。「
知
仁
勇
」
は
、
一
般
に
『
中
庸
』
に
い
う
「
智
仁
勇
の

三
者
は
天
下
の
達
徳
な
り
」
に
よ
っ
て
よ
く
「
三
達
徳
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
蕃
山
も
そ
れ
に
従
っ
て
「
智
仁
勇
は
性
な
り
。
天
下
の
達
徳
な
り
」（『
論
語

小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
一
○
四
頁
）
と
い
う（

十
六
）。

で
は
、
蕃
山
の
い
う
「
仁
義

礼
智
」
ま
た
は
「
知
仁
勇
」
と
は
何
か
。

　「
仁
義
礼
智
」
に
つ
い
て
は
、『
集
義
和
書
』
の
「
心
法
図
解
」
に
か
な
り
長
い

解
説
が
見
え
る
。
そ
れ
を
概
略
し
て
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
仁
ハ
天
ノ
元
徳
ニ
シ
テ
生
理
也
。
其
本
体
ハ
無
声
無
臭
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
感

ジ
テ
天
下
ノ
コ
ト
ニ
通
ズ
ル
ト
キ
ハ
慈
愛
惻
隠
ノ
心
ト
ナ
ル
。
…
。
礼
ハ
天
理
ノ

亨
徳
ニ
シ
テ
、
盛
大
流
行
ノ
至
神
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
天
下
ノ
コ
ト
ニ
感
ズ
ル
時

ハ
恭
敬
辞
譲
ノ
心
ト
ナ
ル
。
…
。
義
ハ
天
理
ノ
利
徳
ニ
シ
テ
神
武
ノ
勇
ア
リ
。
天

下
ノ
コ
ト
ニ
感
ジ
テ
ハ
善
悪
邪
正
ヲ
断
制
ス
。
…
。
智
ハ
天
理
ノ
貞
徳
ニ
シ
テ
心

ノ
神
明
也
。
空
々
ト
シ
て
衆
理
ヲ
妙
ニ
ス
。
天
下
ノ
コ
ト
ニ
感
ジ
テ
ハ
是
非
善
悪

ノ
鑑
ト
ナ
ル
。
…
。
信
ハ
至
誠
無
息
ノ
天
理
ニ
シ
テ
仁
義
礼
知
ミ
ナ
信
ア
リ
。
故

ニ
四
端
ミ
ナ
真
実
無
妄
ナ
リ
。」（『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
五
～
七
頁
）

こ
こ
で
は
、「
仁
」
と
「
礼
」
は
、外
物
を
感
じ
る
時
に
「
慈
愛
惻
隠
」
の
心
と
「
恭

敬
辞
譲
」
の
心
と
な
り
、「
義
」
は
外
物
を
感
じ
る
時
に
「
善
悪
邪
正
」
を
断
定

し
て
制
止
し
、「
智
」
は
外
物
を
感
じ
る
時
に
「
是
非
善
悪
」
の
鏡
と
な
る
、
と

い
う
が
、「
義
」
と
「
智
」
に
つ
い
て
は
ま
た
、「
羞
悪
ノ
心
ハ
我
ニ
悪
ア
レ
バ
恥

カ
シ
ク
思
ヒ
、人
ニ
不
義
ア
ル
ト
キ
ハ
ニ
ク
ム
心
生
ズ
」（
同
上
、一
三
六
頁
）、「
知

ニ
是
非
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
物
ノ
是
非
身
ノ
善
悪
ヲ
ワ
カ
ツ
モ
ノ
ハ
知
ナ
ル
故
ニ
、

是
非
ノ
心
を
知
ノ
端
ト
云
ナ
リ
」（
同
上
、
一
三
七
頁
）
と
も
述
べ
て
お
り
、「
義
」

と
「
智
」
は
、
外
物
を
感
じ
る
時
に
「
羞
悪
の
心
」
と
「
是
非
の
心
」
と
な
る
の

で
あ
る
。「
惻
隠
の
心
」「
羞
悪
の
心
」「
辞
譲
の
心
」「
是
非
の
心
」
は
、『
孟
子
』

に
い
う
「
四
端
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
孟
子
の
「
四
端
」
説
を
祖
述
し
て
い
る
こ

と
が
明
瞭
で
あ
る
。「
四
端
」は『
孟
子
』で
は
心
と
さ
れ
て
い
る
が
、蕃
山
に
あ
っ

て
は
、「
故
に
万
物
一
体
の
理
感
じ
て
は
惻
隠
の
情
発
す
。
義
の
理
感
じ
て
は
羞

悪
の
情
発
す
。
礼
知
も
又
し
か
り
」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
三
八
六

～
七
頁
）、「
仁
義
礼
知
あ
り
て
四
端
の
情
あ
ら
は
る
る
こ
と
も
お
な
じ
」（『
中
庸

小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
三
四
四
頁
）、「
仁
義
礼
知
は
性
也
。
惻
隠
羞
悪
辞
譲

是
非
は
情
也
」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
三
九
頁
）
と
い
う
が
如
く
、

「
四
端
」
は
「
仁
義
礼
智
」
の
理
が
外
物
を
感
じ
て
発
し
た
情
で
あ
り
、「
仁
義
礼

智
」
の
性
の
そ
の
具
体
的
な
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、『
易
経
小
解
』
に
は
「
然
ど
も
人
生
に
あ
り
て
は
、
仁
義
礼
智
の
四
徳

を
性
と
云
、
喜
怒
哀
惧
愛
悪
欲
を
情
と
云
也
」（『
全
集
』
第
四
冊
、
三
○
九
頁
）

と
も
見
え
、『
大
学
小
解
』
に
は
「
性
に
五
常
の
條
理
あ
り
、
云
仁
義
礼
智
信
。

気
に
七
情
あ
り
、
云
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
。
心
主
を
得
る
時
は
七
情
皆
理
に
随
て
正

し
。
心
主
を
失
ふ
時
は
七
情
理
に
も
と
り
て
正
し
か
ら
ず
」（『
全
集
』
第
三
冊
、

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」

　
　孫

　路
易

（7）

一
八
八
頁
）、「
性
の
條
理
は
仁
義
礼
智
信
、
情
の
霊
覚
は
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
也
。

故
に
聖
人
と
い
へ
ど
も
七
情
な
き
こ
と
あ
た
は
ず
」（
同
上
、
一
九
九
頁
）
と
も

あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
情
」
を
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
の
七
情
と
し（

十
七
）、「

気
」
に
「
七
情
」

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
仁
義
礼
智
信
」
の
性
に
従
っ
て
現
れ
た
「
七
情
」

は
正
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
四
端
」
と
「
七
情
」
は
と
も
に
「
情
」

で
あ
る
が
、
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。

　「
四
端
」
と
「
七
情
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、次
に
挙
げ
た
叙
述
か
ら
知
ら
れ
る
。

「
仁
義
礼
知
は
性
也
。
惻
隠
羞
悪
辞
譲
是
非
は
情
也
。
天
道
は
理
気
に
化
し
、
理

気
に
合
し
て
理
気
の
分
み
が
た
し
。
唯
至
誠
無
息
の
本
然
、
無
声
無
臭
至
実
に
し

て
無
妄
な
る
所
を
天
理
と
知
の
み
。
聖
人
の
心
も
ま
た
至
実
に
し
て
無
妄
也
。
不

勉
し
て
中
り
、
不
思
し
て
得
。
従
容
と
し
て
道
に
中
る
は
形
を
ふ
む
者
也
。
情
性

に
化
す
。
故
に
天
と
聖
人
と
理
気
不
分
、
賢
人
は
少
し
分
か
る
。
凡
人
は
理
気
性

情
大
に
分
れ
た
り
。
悪
人
は
気
に
随
ひ
、
情
に
随
て
性
理
な
き
が
ご
と
し
。
聖
賢

の
情
は
四
端
也
。
凡
人
の
情
は
喜
怒
哀
惧
愛
悪
欲
の
七
情
の
み
多
し
。
四
端
は
発

す
れ
ど
も
微
也
。
悪
人
は
七
情
主
と
な
り
て
、
四
端
は
ま
れ
也
。
藹
然
た
る
四
端
、

感
に
し
た
が
ひ
て
著
は
る
る
事
多
き
者
は
善
人
也
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
三
三
九
～
四
○
頁
）

「
し
か
れ
ど
も
性
は
心
の
本
然
な
り
。
性
の
感
通
す
る
跡
を
見
れ
ば
、
皆
善
に
し

て
悪
な
し
。
悪
と
い
ふ
も
の
は
人
欲
の
私
よ
り
お
こ
り
て
、
性
の
感
通
に
し
た
が

は
ざ
る
よ
り
な
る
も
の
な
り
。
性
の
ま
ま
に
し
て
人
欲
の
害
す
る
も
の
な
け
れ
ば
、

其
事
み
な
善
也
。
孟
子
の
性
善
と
い
へ
る
所
な
り
。
孟
子
も
性
の
本
体
に
善
と
い

ふ
物
あ
り
と
い
へ
る
に
は
あ
ら
ず
。
無
声
無
臭
の
心
の
本
体
の
無
思
無
為
寂
然
不

動
に
し
て
、
感
じ
て
天
下
の
故
に
通
ず
る
跡
を
見
れ
ば
み
な
善
な
り
。
其
跡
の
皆

善
に
し
て
悪
な
き
道
理
を
み
て
、
性
善
の
理
を
知
る
べ
し
。」（『
集
義
和
書
』、『
全

集
』
第
一
冊
、
三
一
四
頁
）

「
形
気
に
七
情
あ
り
、
喜
怒
哀
惧
愛
悪
欲
。
七
情
と
も
に
欲
を
根
と
す
。
飲
食
衣

服
も
欲
也
。
男
女
の
情
も
欲
也
。
欲
は
形
に
付
て
実
也
。
故
に
存
じ
易
く
発
し
や

す
し
。
道
心
を
そ
こ
な
ひ
易
し
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、二
五
八
頁
）

こ
れ
ら
の
例
に
よ
れ
ば
、「
仁
義
礼
智
」
の
性
は
「
心
の
本
然
」
で
あ
り
「
至
実

に
し
て
無
妄
な
る
」
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
「
性
」
が
外
物
を
感
じ
て
発
し

た
も
の
（「
跡
」）
と
し
て
の
「
四
端
」
の
情
が
す
べ
て
善
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
、「
七
情
」
は
、「
形
気
」
に
つ
ま
り
「
気
」
で
形
成
さ
れ
た
具
体
的
な
形
を
持

つ
人
間
の
身
体
に
備
わ
る
も
の
で
あ
り
、「
人
欲
」
を
根
源
と
す
る
が
故
に
、
悪

を
生
ず
る
原
因
と
な
る
厄
介
者
で
あ
る
。
聖
人
に
も
賢
人
に
も
凡
人
に
も
悪
人
に

も
皆
「
四
端
」
と
「
七
情
」
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
聖
人
や
賢
人
に
お

い
て
は
、
そ
の
「
七
情
」
が
「
性
」
に
従
っ
て
正
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

「
四
端
」
の
情
し
か
現
れ
て
来
な
い
。
故
に
「
聖
賢
の
情
は
四
端
也
」
と
い
う
。

そ
れ
に
比
べ
て
、
凡
人
は
「
四
端
は
発
す
れ
ど
も
微
也
」
で
あ
り
、
悪
人
は
「
四

端
は
ま
れ
也
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
五

　「
知
仁
勇
」に
つ
い
て
の
明
確
な
叙
述
は
、主
に「
神
道
大
義
」に
見
ら
れ
る
。「
或

問
、
正
直
愛
敬
無
事
の
教
は
四
書
五
経
の
中
何
れ
に
か
か
よ
ひ
侍
る
可
き
や
。
云
、
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語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
六
三
頁
）
と
も
い
う
よ
う
に
、「
知
仁
勇
」
を
「
明

徳
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
朱
子
に
お
い
て
は
、「
仁
義
礼
智
」
に
「
信
」
を
加

え
て
、
そ
れ
を
「
五
常
の
性
」
と
称
し
、「
五
常
の
性
」
と
称
さ
れ
る
「
仁
義
礼

智
信
」
は
道
徳
の
徳
目
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る（

十
五
）。『

大
学
小
解
』
に
は
「
心
は

霊
覚
の
名
也
。
性
情
を
す
べ
た
る
者
也
。
性
に
五
常
の
條
理
あ
り
、
云
仁
義
礼
智

信
」（『
全
集
』
第
三
冊
、一
八
八
頁
）
と
あ
り
、蕃
山
は
「
仁
義
礼
智
信
」
を
「
五

常
の
條
理
」
と
い
う
。「
知
仁
勇
」
は
、
一
般
に
『
中
庸
』
に
い
う
「
智
仁
勇
の

三
者
は
天
下
の
達
徳
な
り
」
に
よ
っ
て
よ
く
「
三
達
徳
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
蕃
山
も
そ
れ
に
従
っ
て
「
智
仁
勇
は
性
な
り
。
天
下
の
達
徳
な
り
」（『
論
語

小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
一
○
四
頁
）
と
い
う（

十
六
）。

で
は
、
蕃
山
の
い
う
「
仁
義

礼
智
」
ま
た
は
「
知
仁
勇
」
と
は
何
か
。

　「
仁
義
礼
智
」
に
つ
い
て
は
、『
集
義
和
書
』
の
「
心
法
図
解
」
に
か
な
り
長
い

解
説
が
見
え
る
。
そ
れ
を
概
略
し
て
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
仁
ハ
天
ノ
元
徳
ニ
シ
テ
生
理
也
。
其
本
体
ハ
無
声
無
臭
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
感

ジ
テ
天
下
ノ
コ
ト
ニ
通
ズ
ル
ト
キ
ハ
慈
愛
惻
隠
ノ
心
ト
ナ
ル
。
…
。
礼
ハ
天
理
ノ

亨
徳
ニ
シ
テ
、
盛
大
流
行
ノ
至
神
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
天
下
ノ
コ
ト
ニ
感
ズ
ル
時

ハ
恭
敬
辞
譲
ノ
心
ト
ナ
ル
。
…
。
義
ハ
天
理
ノ
利
徳
ニ
シ
テ
神
武
ノ
勇
ア
リ
。
天

下
ノ
コ
ト
ニ
感
ジ
テ
ハ
善
悪
邪
正
ヲ
断
制
ス
。
…
。
智
ハ
天
理
ノ
貞
徳
ニ
シ
テ
心

ノ
神
明
也
。
空
々
ト
シ
て
衆
理
ヲ
妙
ニ
ス
。
天
下
ノ
コ
ト
ニ
感
ジ
テ
ハ
是
非
善
悪

ノ
鑑
ト
ナ
ル
。
…
。
信
ハ
至
誠
無
息
ノ
天
理
ニ
シ
テ
仁
義
礼
知
ミ
ナ
信
ア
リ
。
故

ニ
四
端
ミ
ナ
真
実
無
妄
ナ
リ
。」（『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
五
～
七
頁
）

こ
こ
で
は
、「
仁
」
と
「
礼
」
は
、外
物
を
感
じ
る
時
に
「
慈
愛
惻
隠
」
の
心
と
「
恭

敬
辞
譲
」
の
心
と
な
り
、「
義
」
は
外
物
を
感
じ
る
時
に
「
善
悪
邪
正
」
を
断
定

し
て
制
止
し
、「
智
」
は
外
物
を
感
じ
る
時
に
「
是
非
善
悪
」
の
鏡
と
な
る
、
と

い
う
が
、「
義
」
と
「
智
」
に
つ
い
て
は
ま
た
、「
羞
悪
ノ
心
ハ
我
ニ
悪
ア
レ
バ
恥

カ
シ
ク
思
ヒ
、人
ニ
不
義
ア
ル
ト
キ
ハ
ニ
ク
ム
心
生
ズ
」（
同
上
、一
三
六
頁
）、「
知

ニ
是
非
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
物
ノ
是
非
身
ノ
善
悪
ヲ
ワ
カ
ツ
モ
ノ
ハ
知
ナ
ル
故
ニ
、

是
非
ノ
心
を
知
ノ
端
ト
云
ナ
リ
」（
同
上
、
一
三
七
頁
）
と
も
述
べ
て
お
り
、「
義
」

と
「
智
」
は
、
外
物
を
感
じ
る
時
に
「
羞
悪
の
心
」
と
「
是
非
の
心
」
と
な
る
の

で
あ
る
。「
惻
隠
の
心
」「
羞
悪
の
心
」「
辞
譲
の
心
」「
是
非
の
心
」
は
、『
孟
子
』

に
い
う
「
四
端
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
孟
子
の
「
四
端
」
説
を
祖
述
し
て
い
る
こ

と
が
明
瞭
で
あ
る
。「
四
端
」は『
孟
子
』で
は
心
と
さ
れ
て
い
る
が
、蕃
山
に
あ
っ

て
は
、「
故
に
万
物
一
体
の
理
感
じ
て
は
惻
隠
の
情
発
す
。
義
の
理
感
じ
て
は
羞

悪
の
情
発
す
。
礼
知
も
又
し
か
り
」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
三
八
六

～
七
頁
）、「
仁
義
礼
知
あ
り
て
四
端
の
情
あ
ら
は
る
る
こ
と
も
お
な
じ
」（『
中
庸

小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
三
四
四
頁
）、「
仁
義
礼
知
は
性
也
。
惻
隠
羞
悪
辞
譲

是
非
は
情
也
」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
三
九
頁
）
と
い
う
が
如
く
、

「
四
端
」
は
「
仁
義
礼
智
」
の
理
が
外
物
を
感
じ
て
発
し
た
情
で
あ
り
、「
仁
義
礼

智
」
の
性
の
そ
の
具
体
的
な
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、『
易
経
小
解
』
に
は
「
然
ど
も
人
生
に
あ
り
て
は
、
仁
義
礼
智
の
四
徳

を
性
と
云
、
喜
怒
哀
惧
愛
悪
欲
を
情
と
云
也
」（『
全
集
』
第
四
冊
、
三
○
九
頁
）

と
も
見
え
、『
大
学
小
解
』
に
は
「
性
に
五
常
の
條
理
あ
り
、
云
仁
義
礼
智
信
。

気
に
七
情
あ
り
、
云
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
。
心
主
を
得
る
時
は
七
情
皆
理
に
随
て
正

し
。
心
主
を
失
ふ
時
は
七
情
理
に
も
と
り
て
正
し
か
ら
ず
」（『
全
集
』
第
三
冊
、

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」
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一
八
八
頁
）、「
性
の
條
理
は
仁
義
礼
智
信
、
情
の
霊
覚
は
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
也
。

故
に
聖
人
と
い
へ
ど
も
七
情
な
き
こ
と
あ
た
は
ず
」（
同
上
、
一
九
九
頁
）
と
も

あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
情
」
を
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
の
七
情
と
し（

十
七
）、「

気
」
に
「
七
情
」

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
仁
義
礼
智
信
」
の
性
に
従
っ
て
現
れ
た
「
七
情
」

は
正
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
四
端
」
と
「
七
情
」
は
と
も
に
「
情
」

で
あ
る
が
、
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。

　「
四
端
」
と
「
七
情
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、次
に
挙
げ
た
叙
述
か
ら
知
ら
れ
る
。

「
仁
義
礼
知
は
性
也
。
惻
隠
羞
悪
辞
譲
是
非
は
情
也
。
天
道
は
理
気
に
化
し
、
理

気
に
合
し
て
理
気
の
分
み
が
た
し
。
唯
至
誠
無
息
の
本
然
、
無
声
無
臭
至
実
に
し

て
無
妄
な
る
所
を
天
理
と
知
の
み
。
聖
人
の
心
も
ま
た
至
実
に
し
て
無
妄
也
。
不

勉
し
て
中
り
、
不
思
し
て
得
。
従
容
と
し
て
道
に
中
る
は
形
を
ふ
む
者
也
。
情
性

に
化
す
。
故
に
天
と
聖
人
と
理
気
不
分
、
賢
人
は
少
し
分
か
る
。
凡
人
は
理
気
性

情
大
に
分
れ
た
り
。
悪
人
は
気
に
随
ひ
、
情
に
随
て
性
理
な
き
が
ご
と
し
。
聖
賢

の
情
は
四
端
也
。
凡
人
の
情
は
喜
怒
哀
惧
愛
悪
欲
の
七
情
の
み
多
し
。
四
端
は
発

す
れ
ど
も
微
也
。
悪
人
は
七
情
主
と
な
り
て
、
四
端
は
ま
れ
也
。
藹
然
た
る
四
端
、

感
に
し
た
が
ひ
て
著
は
る
る
事
多
き
者
は
善
人
也
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
三
三
九
～
四
○
頁
）

「
し
か
れ
ど
も
性
は
心
の
本
然
な
り
。
性
の
感
通
す
る
跡
を
見
れ
ば
、
皆
善
に
し

て
悪
な
し
。
悪
と
い
ふ
も
の
は
人
欲
の
私
よ
り
お
こ
り
て
、
性
の
感
通
に
し
た
が

は
ざ
る
よ
り
な
る
も
の
な
り
。
性
の
ま
ま
に
し
て
人
欲
の
害
す
る
も
の
な
け
れ
ば
、

其
事
み
な
善
也
。
孟
子
の
性
善
と
い
へ
る
所
な
り
。
孟
子
も
性
の
本
体
に
善
と
い

ふ
物
あ
り
と
い
へ
る
に
は
あ
ら
ず
。
無
声
無
臭
の
心
の
本
体
の
無
思
無
為
寂
然
不

動
に
し
て
、
感
じ
て
天
下
の
故
に
通
ず
る
跡
を
見
れ
ば
み
な
善
な
り
。
其
跡
の
皆

善
に
し
て
悪
な
き
道
理
を
み
て
、
性
善
の
理
を
知
る
べ
し
。」（『
集
義
和
書
』、『
全

集
』
第
一
冊
、
三
一
四
頁
）

「
形
気
に
七
情
あ
り
、
喜
怒
哀
惧
愛
悪
欲
。
七
情
と
も
に
欲
を
根
と
す
。
飲
食
衣

服
も
欲
也
。
男
女
の
情
も
欲
也
。
欲
は
形
に
付
て
実
也
。
故
に
存
じ
易
く
発
し
や

す
し
。
道
心
を
そ
こ
な
ひ
易
し
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、二
五
八
頁
）

こ
れ
ら
の
例
に
よ
れ
ば
、「
仁
義
礼
智
」
の
性
は
「
心
の
本
然
」
で
あ
り
「
至
実

に
し
て
無
妄
な
る
」
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
「
性
」
が
外
物
を
感
じ
て
発
し

た
も
の
（「
跡
」）
と
し
て
の
「
四
端
」
の
情
が
す
べ
て
善
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
、「
七
情
」
は
、「
形
気
」
に
つ
ま
り
「
気
」
で
形
成
さ
れ
た
具
体
的
な
形
を
持

つ
人
間
の
身
体
に
備
わ
る
も
の
で
あ
り
、「
人
欲
」
を
根
源
と
す
る
が
故
に
、
悪

を
生
ず
る
原
因
と
な
る
厄
介
者
で
あ
る
。
聖
人
に
も
賢
人
に
も
凡
人
に
も
悪
人
に

も
皆
「
四
端
」
と
「
七
情
」
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
聖
人
や
賢
人
に
お

い
て
は
、
そ
の
「
七
情
」
が
「
性
」
に
従
っ
て
正
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

「
四
端
」
の
情
し
か
現
れ
て
来
な
い
。
故
に
「
聖
賢
の
情
は
四
端
也
」
と
い
う
。

そ
れ
に
比
べ
て
、
凡
人
は
「
四
端
は
発
す
れ
ど
も
微
也
」
で
あ
り
、
悪
人
は
「
四

端
は
ま
れ
也
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
五

　「
知
仁
勇
」に
つ
い
て
の
明
確
な
叙
述
は
、主
に「
神
道
大
義
」に
見
ら
れ
る
。「
或

問
、
正
直
愛
敬
無
事
の
教
は
四
書
五
経
の
中
何
れ
に
か
か
よ
ひ
侍
る
可
き
や
。
云
、



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
号
（
二
〇
一
五
・
十
一
）

（8）

知
仁
勇
の
三
に
か
よ
へ
り
。
正
直
は
知
な
り
、
愛
敬
は
仁
な
り
、
無
事
は
勇
な
り
」

（『
全
集
』
第
五
冊
、一
四
頁
）
と
あ
り
、こ
こ
で
は
、「
知
仁
勇
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
正

直
」「
愛
敬
」「
無
事
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
夫
神
道
は
正
直
を
以
て
体
と
し
、

愛
敬
を
以
て
心
と
し
、
無
事
を
以
て
行
と
す
。」（
同
上
、
一
三
頁
）、「
日
本
の
神

道
に
も
、
神
は
正
直
を
以
て
体
と
し
、
慈
仁
を
以
て
心
と
し
、
無
事
を
以
て
奇
特

と
す
と
い
へ
り
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、三
三
五
頁
）
と
も
あ
り
、「
正

直
」「
愛
敬
」「
無
事
」
の
三
つ
が
「
神
道
」
の
内
容
を
構
成
し
て
い
る
、
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。

　「
正
直
」「
愛
敬
」「
無
事
」
に
つ
い
て
蕃
山
は
、

「
正
直
と
は
天
理
自
然
の
誠
を
本
と
し
て
、
何
事
も
有
る
べ
き
や
う
な
る
を
い
ふ
。

平
生
の
こ
と
わ
ざ
の
吾
心
に
か
へ
り
み
て
恥
か
し
き
事
有
る
は
人
に
も
か
く
す
も

の
な
り
、
是
正
直
に
あ
ら
ず
。
況
や
心
中
に
少
し
に
て
も
悪
念
妄
思
を
と
ど
む
る

は
大
に
忌
こ
と
な
り
。
…
。
愛
敬
と
は
上
は
下
を
愛
し
、
下
は
上
を
敬
ひ
、
上
の

心
は
能
く
下
に
く
だ
り
、
下
の
情
は
よ
く
上
に
達
し
、
位
の
上
下
礼
の
法
は
厳
な

れ
ど
も
心
情
相
通
じ
、
国
治
り
天
下
平
か
な
る
は
愛
敬
の
徳
な
り
。
…
。
愛
敬
は

心
の
一
徳
に
し
て
陰
陽
の
神
な
り
。
陰
は
陽
の
根
と
な
り
、
陽
は
陰
の
根
と
な
る

如
く
、
愛
の
至
は
敬
な
り
。
敬
の
極
は
愛
な
り
。
…
。
無
事
は
神
人
の
常
な
り
。

春
夏
秋
冬
日
月
昼
夜
の
約
束
違
は
ず
、
雲
往
き
雨
施
こ
し
、
風
吹
き
雷
お
こ
り
、

露
を
き
霜
結
ぶ
。
こ
れ
ほ
ど
大
な
る
神
通
妙
用
は
な
け
れ
ど
も
、
常
の
事
に
て
無

事
な
る
故
に
人
何
と
も
思
は
ず
、
世
俗
に
日
月
は
生
神
な
り
と
云
へ
り
。」（「
神

道
大
義
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
三
頁
）

「
正
直
の
徳
は
知
明
か
に
し
て
鏡
の
美
悪
を
照
ら
す
が
如
し
。
惑
ふ
こ
と
な
く
隠

く
る
る
事
な
し
。
一
念
の
微
に
在
て
言
に
顕
は
れ
ず
、
色
に
も
見
へ
ず
と
雖
ど
も
、

神
知
り
我
識
る
。
…
。
愛
敬
の
徳
は
天
地
同
根
万
物
一
体
也
。
人
欲
清
く
尽
て
天

理
流
行
す
、
空
々
如
た
り
。
…
。
勇
は
堪
忍
を
尊
ぶ
、
能
く
堪
忍
す
れ
ば
無
事
な

り
。
凡
心
の
ひ
と
は
我
も
人
も
不
届
な
る
こ
と
き
こ
へ
ぬ
振
舞
而
已
成
る
も
の
な

り
。
夫
れ
を
と
が
め
て
は
他
人
縁
者
従
弟
な
ど
は
云
ふ
に
及
ば
ず
、
親
子
兄
弟
伯

父
甥
の
中
も
怨
み
怒
り
不
足
の
絶
る
事
な
し
、
不
孝
不
弟
の
本
な
り
。･･･

。
勇

の
德
は
無
事
に
し
て
国
家
天
下
治
ま
る
道
理
を
知
る
可
し
。
此
れ
勇
の
勇
に
あ
ら

ず
、
仁
の
勇
な
り
。」（
同
上
、
一
四
～
五
頁
）

と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
説
明
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、「
正
直
」
は
誠
実
で

一
念
の
悪
念
を
も
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
根
本
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
愛
の
至
は

敬
な
り
。
敬
の
極
は
愛
な
り
」
の
で
あ
れ
ば
、「
愛
」
と
「
敬
」
が
同
義
と
な
り
、「
愛

敬
」
は
つ
ま
り
、
人
や
万
物
を
愛
す
る
こ
と
を
心
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
無
事
」

は
自
然
界
や
人
間
社
会
の
調
和
を
恒
常
に
保
つ
た
め
に
堪
忍
す
る
こ
と
を
行
い
と

す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
理
解
で
き
よ
う
。

　「
神
道
」
は
、「
愛
敬
を
以
て
心
と
し
」
て
い
る
の
で
あ
り
、「
孝
の
生
理
情
に

あ
ら
は
れ
て
愛
敬
と
な
る
」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
五
頁
）、「
孝
は

愛
敬
の
心
也
。
孝
字
は
愛
敬
の
象
あ
り
。
上
よ
り
見
れ
ば
老
者
の
子
を
い
だ
け
る

象
に
て
愛
也
。
下
よ
り
見
れ
ば
子
の
老
者
に
し
た
が
へ
る
象
に
し
て
敬
也
」（
同
上
、

一
五
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、「
孝
」
も
「
愛
敬
の
心
」
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
「
神

道
」
と
「
孝
」
の
両
概
念
の
同
一
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る（

十
八
）。

　
如
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
明
徳
」
と
さ
れ
る
「
仁
義
礼
智
」
ま
た
は
「
知
仁
勇
」

は
い
ず
れ
も
道
徳
の
徳
目
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、蕃
山
の「
人

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」

　
　孫

　路
易
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の
性
に
の
み
明
徳
の
尊
号
あ
り
」
と
い
う
規
定
が
理
解
さ
れ
る
。
朱
子
は
、
性
は

「
仁
義
礼
智
」
で
し
か
な
く
、
し
か
も
自
然
界
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
体
に
「
仁

義
礼
智
」
の
性
が
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
の
い
う
「
仁
義
礼
智
」
は
道
徳

の
徳
目
と
物
体
の
固
有
属
性
と
し
て
の
機
能
・
能
力
と
の
両
義
を
併
せ
持
つ
が
故

に
、
そ
の
理
論
が
成
立
す
る
の
で
あ
る（

十
九
）が

、
蕃
山
の
い
う
「
仁
義
礼
智
」
は
道
徳

の
徳
目
を
し
か
意
味
し
な
い
が
故
に
、
そ
れ
が
人
間
に
の
み
存
在
す
る
と
規
定
す

る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
人
間
以
外
の
物
の
性
ま
た
は
理
に
つ
い
て
蕃
山
は
如
何
に
考
え
て
い

た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
物
の

性
ま
た
は
理
に
関
す
る
叙
述
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。「
即
物
窮
理
」
に
つ
い
て

の
蕃
山
の
解
釈
に
も
物
の
性
に
触
れ
る
論
述
は
な
い
。

　『
集
義
和
書
』
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
学
者
問
て
云
、
即
物
窮
其
理
と
は
事
々
物
々
に
つ
い
て
、
事
々
物
々
の
道
理
を

窮
め
知
と
云
儀
か
。
云
、
し
か
り
。
其
事
々
物
々
の
理
と
云
も
の
、
い
か
が
心
得

給
ふ
、
其
意
を
し
ら
ず
。
愚
が
見
侍
る
は
、
物
は
事
也
。
事
は
物
の
用
に
し
て
、

物
は
事
の
体
な
り
。
二
に
あ
ら
ず
。
五
倫
の
物
あ
れ
ば
五
倫
の
事
あ
り
。
五
倫
の

物
は
君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
朋
友
な
り
。
五
倫
の
事
は
五
典
十
義
な
り
。
五
倫
の
物

に
即
て
五
典
十
義
の
理
を
く
は
し
く
窮
て
、
心
に
得
身
に
行
を
格
物
致
知
と
云
。

知
は
理
な
り
。
今
の
理
を
窮
と
云
は
、
書
の
上
に
て
、
文
に
即
て
講
明
し
、
或
は

空
談
に
議
論
す
。
こ
れ
物
に
即
て
理
を
窮
る
に
あ
ら
ず
、
文
を
以
て
友
を
会
す
る

と
い
ふ
も
の
に
て
、
友
を
以
て
仁
を
輔
る
に
は
い
た
ら
ず
。
仁
を
輔
る
と
云
は
、

父
子
の
親
、
君
臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
に
を
い
て
、
過
る

を
磨
し
不
足
を
補
ひ
、
互
に
過
ち
を
告
て
相
輔
る
も
の
な
る
に
、
今
の
学
者
は
過

を
聞
こ
と
を
い
と
ひ
、
至
情
を
云
者
を
に
く
め
ば
、
即
物
窮
其
理
の
実
を
失
へ
り
。

し
か
ら
ば
天
下
の
事
々
物
々
の
理
を
窮
、
博
識
多
聞
な
り
と
云
と
も
何
の
益
か
あ

ら
む
。」（『
全
集
』
第
一
冊
、
二
一
三
頁
）

こ
こ
で
は
、
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
の
「
五
倫
」
を
物
と
し
、「
五

典
十
義
」
を
事
と
し
て
、「
五
倫
」
の
物
に
即
し
て
「
五
典
十
義
」
の
理
を
詳
し

く
窮
め
る
こ
と
が
即
ち
「
即
物
窮
理
」
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
更
に
「
格
物
」「
致

知
」
を
「
五
倫
の
物
に
即
て
五
典
十
義
の
理
を
く
は
し
く
窮
て
、
心
に
得
身
に
行

を
格
物
致
知
と
云
」
と
規
定
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
、「
即
物

窮
其
理
の
実
を
失
へ
り
。
し
か
ら
ば
天
下
の
事
々
物
々
の
理
を
窮
、
博
識
多
聞
な

り
と
云
と
も
何
の
益
か
あ
ら
む
」
と
主
張
し
た
。「
五
典
十
義
」
は
、「
五
典
」
は

父
子
の
親
・
君
臣
の
義
・
夫
婦
の
別
・
長
幼
の
序
・
朋
友
の
信
の
こ
と
で
あ
り
、「
十

義
」
は
、
父
は
慈
、
子
は
孝
、
君
は
仁
、
臣
は
忠
、
夫
は
義
、
婦
は
聴
、
兄
は
良
、

弟
は
悌
、
朋
友
は
互
い
に
信
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り（

二
十
）、

即
ち
人
間
社
会
に
お
け
る

道
徳
の
諸
原
則
で
あ
る
。
蕃
山
は
、
こ
れ
ら
の
道
徳
原
則
を
理
と
し
、
そ
れ
ら
の

理
を
究
明
し
て
、「
視
聴
言
動
思
と
も
に
天
理
に
し
た
が
ふ
時
は
、心
広
く
体
胖（
ユ

ル
ヤ
）
か
な
り
」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
二
六
六
頁
）
と
い
う
よ
う

に
、
行
為
の
準
則
と
し
て
遵
守
し
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。

　「
五
典
十
義
」
は
、
理
で
あ
り
「
仁
義
礼
智
信
」
の
具
体
的
内
容
で
あ
り
、
つ

ま
り
「
孝
」「
神
道
」
の
具
体
的
な
内
容
と
見
て
も
差
し
支
え
な
い
。
従
っ
て
、

蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
人
間
に
お
け
る
「
孝
」「
神
道
」
は
専
ら
人
間
の
道
徳
原
則



岡
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知
仁
勇
の
三
に
か
よ
へ
り
。
正
直
は
知
な
り
、
愛
敬
は
仁
な
り
、
無
事
は
勇
な
り
」

（『
全
集
』
第
五
冊
、一
四
頁
）
と
あ
り
、こ
こ
で
は
、「
知
仁
勇
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
正

直
」「
愛
敬
」「
無
事
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
夫
神
道
は
正
直
を
以
て
体
と
し
、

愛
敬
を
以
て
心
と
し
、
無
事
を
以
て
行
と
す
。」（
同
上
、
一
三
頁
）、「
日
本
の
神

道
に
も
、
神
は
正
直
を
以
て
体
と
し
、
慈
仁
を
以
て
心
と
し
、
無
事
を
以
て
奇
特

と
す
と
い
へ
り
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、三
三
五
頁
）
と
も
あ
り
、「
正

直
」「
愛
敬
」「
無
事
」
の
三
つ
が
「
神
道
」
の
内
容
を
構
成
し
て
い
る
、
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。

　「
正
直
」「
愛
敬
」「
無
事
」
に
つ
い
て
蕃
山
は
、

「
正
直
と
は
天
理
自
然
の
誠
を
本
と
し
て
、
何
事
も
有
る
べ
き
や
う
な
る
を
い
ふ
。

平
生
の
こ
と
わ
ざ
の
吾
心
に
か
へ
り
み
て
恥
か
し
き
事
有
る
は
人
に
も
か
く
す
も

の
な
り
、
是
正
直
に
あ
ら
ず
。
況
や
心
中
に
少
し
に
て
も
悪
念
妄
思
を
と
ど
む
る

は
大
に
忌
こ
と
な
り
。
…
。
愛
敬
と
は
上
は
下
を
愛
し
、
下
は
上
を
敬
ひ
、
上
の

心
は
能
く
下
に
く
だ
り
、
下
の
情
は
よ
く
上
に
達
し
、
位
の
上
下
礼
の
法
は
厳
な

れ
ど
も
心
情
相
通
じ
、
国
治
り
天
下
平
か
な
る
は
愛
敬
の
徳
な
り
。
…
。
愛
敬
は

心
の
一
徳
に
し
て
陰
陽
の
神
な
り
。
陰
は
陽
の
根
と
な
り
、
陽
は
陰
の
根
と
な
る

如
く
、
愛
の
至
は
敬
な
り
。
敬
の
極
は
愛
な
り
。
…
。
無
事
は
神
人
の
常
な
り
。

春
夏
秋
冬
日
月
昼
夜
の
約
束
違
は
ず
、
雲
往
き
雨
施
こ
し
、
風
吹
き
雷
お
こ
り
、

露
を
き
霜
結
ぶ
。
こ
れ
ほ
ど
大
な
る
神
通
妙
用
は
な
け
れ
ど
も
、
常
の
事
に
て
無

事
な
る
故
に
人
何
と
も
思
は
ず
、
世
俗
に
日
月
は
生
神
な
り
と
云
へ
り
。」（「
神

道
大
義
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
三
頁
）

「
正
直
の
徳
は
知
明
か
に
し
て
鏡
の
美
悪
を
照
ら
す
が
如
し
。
惑
ふ
こ
と
な
く
隠

く
る
る
事
な
し
。
一
念
の
微
に
在
て
言
に
顕
は
れ
ず
、
色
に
も
見
へ
ず
と
雖
ど
も
、

神
知
り
我
識
る
。
…
。
愛
敬
の
徳
は
天
地
同
根
万
物
一
体
也
。
人
欲
清
く
尽
て
天

理
流
行
す
、
空
々
如
た
り
。
…
。
勇
は
堪
忍
を
尊
ぶ
、
能
く
堪
忍
す
れ
ば
無
事
な

り
。
凡
心
の
ひ
と
は
我
も
人
も
不
届
な
る
こ
と
き
こ
へ
ぬ
振
舞
而
已
成
る
も
の
な

り
。
夫
れ
を
と
が
め
て
は
他
人
縁
者
従
弟
な
ど
は
云
ふ
に
及
ば
ず
、
親
子
兄
弟
伯

父
甥
の
中
も
怨
み
怒
り
不
足
の
絶
る
事
な
し
、
不
孝
不
弟
の
本
な
り
。･･･

。
勇

の
德
は
無
事
に
し
て
国
家
天
下
治
ま
る
道
理
を
知
る
可
し
。
此
れ
勇
の
勇
に
あ
ら

ず
、
仁
の
勇
な
り
。」（
同
上
、
一
四
～
五
頁
）

と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
説
明
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、「
正
直
」
は
誠
実
で

一
念
の
悪
念
を
も
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
根
本
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
愛
の
至
は

敬
な
り
。
敬
の
極
は
愛
な
り
」
の
で
あ
れ
ば
、「
愛
」
と
「
敬
」
が
同
義
と
な
り
、「
愛

敬
」
は
つ
ま
り
、
人
や
万
物
を
愛
す
る
こ
と
を
心
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
無
事
」

は
自
然
界
や
人
間
社
会
の
調
和
を
恒
常
に
保
つ
た
め
に
堪
忍
す
る
こ
と
を
行
い
と

す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
理
解
で
き
よ
う
。

　「
神
道
」
は
、「
愛
敬
を
以
て
心
と
し
」
て
い
る
の
で
あ
り
、「
孝
の
生
理
情
に

あ
ら
は
れ
て
愛
敬
と
な
る
」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
五
頁
）、「
孝
は

愛
敬
の
心
也
。
孝
字
は
愛
敬
の
象
あ
り
。
上
よ
り
見
れ
ば
老
者
の
子
を
い
だ
け
る

象
に
て
愛
也
。
下
よ
り
見
れ
ば
子
の
老
者
に
し
た
が
へ
る
象
に
し
て
敬
也
」（
同
上
、

一
五
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、「
孝
」
も
「
愛
敬
の
心
」
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
「
神

道
」
と
「
孝
」
の
両
概
念
の
同
一
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る（

十
八
）。

　
如
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
明
徳
」
と
さ
れ
る
「
仁
義
礼
智
」
ま
た
は
「
知
仁
勇
」

は
い
ず
れ
も
道
徳
の
徳
目
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、蕃
山
の「
人

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」

　
　孫

　路
易
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の
性
に
の
み
明
徳
の
尊
号
あ
り
」
と
い
う
規
定
が
理
解
さ
れ
る
。
朱
子
は
、
性
は

「
仁
義
礼
智
」
で
し
か
な
く
、
し
か
も
自
然
界
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
体
に
「
仁

義
礼
智
」
の
性
が
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
の
い
う
「
仁
義
礼
智
」
は
道
徳

の
徳
目
と
物
体
の
固
有
属
性
と
し
て
の
機
能
・
能
力
と
の
両
義
を
併
せ
持
つ
が
故

に
、
そ
の
理
論
が
成
立
す
る
の
で
あ
る（

十
九
）が

、
蕃
山
の
い
う
「
仁
義
礼
智
」
は
道
徳

の
徳
目
を
し
か
意
味
し
な
い
が
故
に
、
そ
れ
が
人
間
に
の
み
存
在
す
る
と
規
定
す

る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
人
間
以
外
の
物
の
性
ま
た
は
理
に
つ
い
て
蕃
山
は
如
何
に
考
え
て
い

た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
物
の

性
ま
た
は
理
に
関
す
る
叙
述
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。「
即
物
窮
理
」
に
つ
い
て

の
蕃
山
の
解
釈
に
も
物
の
性
に
触
れ
る
論
述
は
な
い
。

　『
集
義
和
書
』
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
学
者
問
て
云
、
即
物
窮
其
理
と
は
事
々
物
々
に
つ
い
て
、
事
々
物
々
の
道
理
を

窮
め
知
と
云
儀
か
。
云
、
し
か
り
。
其
事
々
物
々
の
理
と
云
も
の
、
い
か
が
心
得

給
ふ
、
其
意
を
し
ら
ず
。
愚
が
見
侍
る
は
、
物
は
事
也
。
事
は
物
の
用
に
し
て
、

物
は
事
の
体
な
り
。
二
に
あ
ら
ず
。
五
倫
の
物
あ
れ
ば
五
倫
の
事
あ
り
。
五
倫
の

物
は
君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
朋
友
な
り
。
五
倫
の
事
は
五
典
十
義
な
り
。
五
倫
の
物

に
即
て
五
典
十
義
の
理
を
く
は
し
く
窮
て
、
心
に
得
身
に
行
を
格
物
致
知
と
云
。

知
は
理
な
り
。
今
の
理
を
窮
と
云
は
、
書
の
上
に
て
、
文
に
即
て
講
明
し
、
或
は

空
談
に
議
論
す
。
こ
れ
物
に
即
て
理
を
窮
る
に
あ
ら
ず
、
文
を
以
て
友
を
会
す
る

と
い
ふ
も
の
に
て
、
友
を
以
て
仁
を
輔
る
に
は
い
た
ら
ず
。
仁
を
輔
る
と
云
は
、

父
子
の
親
、
君
臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
に
を
い
て
、
過
る

を
磨
し
不
足
を
補
ひ
、
互
に
過
ち
を
告
て
相
輔
る
も
の
な
る
に
、
今
の
学
者
は
過

を
聞
こ
と
を
い
と
ひ
、
至
情
を
云
者
を
に
く
め
ば
、
即
物
窮
其
理
の
実
を
失
へ
り
。

し
か
ら
ば
天
下
の
事
々
物
々
の
理
を
窮
、
博
識
多
聞
な
り
と
云
と
も
何
の
益
か
あ

ら
む
。」（『
全
集
』
第
一
冊
、
二
一
三
頁
）

こ
こ
で
は
、
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
の
「
五
倫
」
を
物
と
し
、「
五

典
十
義
」
を
事
と
し
て
、「
五
倫
」
の
物
に
即
し
て
「
五
典
十
義
」
の
理
を
詳
し

く
窮
め
る
こ
と
が
即
ち
「
即
物
窮
理
」
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
更
に
「
格
物
」「
致

知
」
を
「
五
倫
の
物
に
即
て
五
典
十
義
の
理
を
く
は
し
く
窮
て
、
心
に
得
身
に
行

を
格
物
致
知
と
云
」
と
規
定
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
、「
即
物

窮
其
理
の
実
を
失
へ
り
。
し
か
ら
ば
天
下
の
事
々
物
々
の
理
を
窮
、
博
識
多
聞
な

り
と
云
と
も
何
の
益
か
あ
ら
む
」
と
主
張
し
た
。「
五
典
十
義
」
は
、「
五
典
」
は

父
子
の
親
・
君
臣
の
義
・
夫
婦
の
別
・
長
幼
の
序
・
朋
友
の
信
の
こ
と
で
あ
り
、「
十

義
」
は
、
父
は
慈
、
子
は
孝
、
君
は
仁
、
臣
は
忠
、
夫
は
義
、
婦
は
聴
、
兄
は
良
、

弟
は
悌
、
朋
友
は
互
い
に
信
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り（

二
十
）、

即
ち
人
間
社
会
に
お
け
る

道
徳
の
諸
原
則
で
あ
る
。
蕃
山
は
、
こ
れ
ら
の
道
徳
原
則
を
理
と
し
、
そ
れ
ら
の

理
を
究
明
し
て
、「
視
聴
言
動
思
と
も
に
天
理
に
し
た
が
ふ
時
は
、心
広
く
体
胖（
ユ

ル
ヤ
）
か
な
り
」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
二
六
六
頁
）
と
い
う
よ
う

に
、
行
為
の
準
則
と
し
て
遵
守
し
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。

　「
五
典
十
義
」
は
、
理
で
あ
り
「
仁
義
礼
智
信
」
の
具
体
的
内
容
で
あ
り
、
つ

ま
り
「
孝
」「
神
道
」
の
具
体
的
な
内
容
と
見
て
も
差
し
支
え
な
い
。
従
っ
て
、

蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
人
間
に
お
け
る
「
孝
」「
神
道
」
は
専
ら
人
間
の
道
徳
原
則
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を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
六

　
蕃
山
思
想
に
お
け
る
「
孝
」
は
、「
太
虚
」「
太
極
」「
神
道
」
と
同
一
で
万
物

の
根
源
を
な
す
本
体
で
あ
り
、「
老
」
と
「
子
」
の
二
字
か
ら
な
り
、そ
れ
が
「
理
」

と
「
気
」
を
象
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
そ
の
対
立
或
い
は

相
対
の
関
係
を
具
象
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
更
に
人
間
の
「
心
」
を
も
象
っ
て
い

る
の
で
あ
る
、
と
い
う
三
つ
の
意
味
を
基
本
義
と
し
て
併
せ
持
つ
概
念
で
あ
る
。

　
人
間
の
「
心
」
と
し
て
の
「
孝
」
は
、「
仁
義
礼
智
」
の
性
（
理
）
と
「
仁
義

礼
智
」
の
理
が
外
物
を
感
じ
た
時
に
発
し
た
「
四
端
」
の
情
で
あ
り
、
ま
た
「
神

道
」
の
内
容
と
さ
れ
る
「
正
直
」「
愛
敬
」「
無
事
」
と
い
う
「
知
仁
勇
」
の
徳
で

も
あ
る
。「
孝
」
と
「
神
道
」
は
同
義
の
概
念
で
あ
る
が
、「
神
道
」
は
抽
象
性
を

帯
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
孝
」
は
「
老
」
と
「
子
」
の
二
字
よ
り
な
る
字
で

具
象
性
を
備
え
て
い
る
。「
神
道
」
を
具
象
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
が
た
め
に
、

蕃
山
は
「
孝
」
を
、「
理
」
及
び
「
心
」
と
解
釈
し
て
「
神
道
」
に
当
て
た
の
で

あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。

　「
孝
」
と
し
て
の
「
仁
義
礼
智
」
は
、「
五
典
十
義
」
を
内
容
と
す
る
人
間
の
道

徳
原
則
だ
け
を
意
味
し
、
そ
れ
が
人
間
に
の
み
存
在
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
専
ら
人
間
の
道
徳
原
則
を
探
求
し
、
人
間
以
外
の
物
の
性
ま

た
は
理
に
は
関
心
が
殆
ど
な
い
、
と
い
う
傾
向
が
頗
る
顕
著
で
あ
る
。
蕃
山
は
、

自
分
の
学
問
に
つ
い
て
「
愚
は
朱
子
に
も
と
ら
ず
、
陽
明
に
も
と
ら
ず
、
た
だ
古

の
聖
人
に
と
り
て
用
ひ
侍
る
也
」（『
集
義
外
書
』、『
全
集
』
第
二
冊
、
一
四
三
頁
）

と
述
べ
て
い
る

（
二
十
一
）。

そ
の
専
ら
人
間
の
道
徳
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
そ
の

道
徳
原
則
を
行
為
の
準
則
と
し
て
遵
守
し
実
行
す
る
こ
と
こ
そ
が
学
問
だ
と
看
做

す
と
い
う
蕃
山
の
こ
の
思
想
は
、
儒
教
教
義
の
本
来
の
姿
か
も
し
れ
な
い
。

注
：

一
、�「
性
中
只
有
仁
義
礼
智
。」（『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
廖
謙
録
、
九
二
頁
）。
本
稿
で
は
、

中
華
書
局
の
標
点
本
『
朱
子
語
録
』（
全
八
冊
、
宋
・
黎
靖
徳
編
、
王
星
賢
点
校
、

一
九
九
四
年
）
を
用
い
、
以
下
は
『
語
類
』
と
略
称
す
る
。

二
、「
蓋
孝
弟
是
仁
裏
面
発
出
来
低
。」（『
語
類
』、
二
八
七
○
頁
）

三
、�『
集
義
和
書
』「
義
論
之
一
」（『
増
訂
蕃
山
全
書
』
第
一
冊
、一
八
○
頁
）。
本
稿
で
は
、

『
増
訂
蕃
山
全
書
』（
全
七
冊
、
正
宗
敦
夫
編
纂
、
谷
口
澄
夫
・
宮
崎
道
生
監
修
、

名
著
出
版
、
昭
和
五
十
三
～
五
十
五
年
。
第
七
冊
は
谷
口
澄
夫
・
宮
崎
道
生
編
集
）

を
用
い
る
。
以
下
は
『
全
書
』
と
略
称
す
る
。

四
、�

熊
沢
蕃
山
思
想
に
お
け
る
「
太
極
」「
太
虚
」「
神
道
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
熊

沢
蕃
山
の
「
神
道
」」（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
九
号
、二
○
一
三
年
）、

及
び
拙
稿
「
熊
沢
蕃
山
の
「
神
」」（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀

要
』
第
三
十
八
号
、
二
○
一
四
年
）
を
参
照
。

五
、
拙
稿
「
熊
沢
蕃
山
の
「
神
道
」」（
前
掲
）
を
参
照
。

六
、�「
集
義
和
書
解
題
」
に
「
初
版
（
十
一
行
本
・
十
一
冊
）
寛
文
十
二
年
初
秋
版
（
五

十
四
歳
）」（『
全
集
』
第
一
冊
、
二
三
頁
）
と
あ
る
。

七
、�『
全
集
』
第
三
冊
、
三
頁
を
参
照
。
ま
た
、
北
小
路
俊
光
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』

第
七
冊
に
「
北
小
路
俊
光
日
記
抄
」
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
付
さ
れ
て
い

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」

　
　孫

　路
易
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る
井
上
通
泰
識
氏
の
「
諸
言
」（『
全
集
』
第
七
冊
、
一
七
三
～
四
頁
）
を
参
照
。

八
、�『
集
義
和
書
』
に
は
「
我
心
則
太
虚
也
。
我
心
則
声
臭
形
色
な
し
」（『
全
集
』
第
一
冊
、

三
六
八
頁
）
と
も
あ
り
、
ま
た
「
仁
者
は
太
虚
を
心
と
す
」（『
全
集
』
第
一
冊
、

九
○
頁
）
と
い
う
表
現
も
見
え
る
。

九
、�「
十
二
消
息
卦
」
は
漢
・
孟
喜
の
説
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
清
・
马
国
翰
編
集
『
玉

函
山
房
辑
佚
书
』
に
は
『
周
易
孟
氏
章
句
』
が
収
め
ら
れ
て
、
そ
の
『
周
易
孟
氏

章
句
』
に
付
し
た
序
文
に
「
唐
大
衍
厯
議
云
、
十
二
月
卦
出
于
孟
氏
章
句
、
其
説

易
本
於
気
而
後
以
人
事
明
之
」
と
あ
り
、『
周
易
孟
氏
章
句
』
に
「
卦
気
図
」
が
付

さ
れ
て
、
そ
の
図
に
「
泰
、
大
壮
、
夬
、
乾
、
姤
、
遯
、
否
、
観
、
剥
、
坤
、
復
、
臨
」

の
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
十
二
卦
が
一
番
外
側
の
上
下
左
右
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。

十
、�『
易
経
小
解
』
に
「
乾
は
至
誠
無
息
の
天
徳
也
。
上
天
の
載
は
、無
声
無
臭
と
い
へ
り
。

元
亨
利
貞
は
乾
の
條
理
也
」（『
全
集
』
第
四
冊
、
二
八
一
頁
）
と
あ
り
、『
集
義
和

書
』
に
「
天
道
ハ
至
誠
無
息
也
。
故
ニ
誠
字
ヲ
中
ニ
書
ス
。
誠
ハ
天
之
道
ナ
レ
バ
也
。

其
中
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
元
亨
利
貞
ノ
条
理
ア
リ
、
是
ヲ
天
ノ
四
徳
と
云
」（『
全
集
』
第

一
冊
、
一
三
三
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
二
文
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、「
乾
道
」
は
即
ち

「
天
道
」
で
あ
り
、
即
ち
「
元
亨
利
貞
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

十
一
、�『
易
経
小
解
』に
も「
故
に
元
は
木
神
也
。
木
気
流
行
し
て
春
を
成
。
亨
は
火
神
也
。

火
気
流
行
し
て
夏
を
成
。
利
は
金
神
也
。
金
気
流
行
し
て
秋
を
な
す
。
貞
は
水

神
也
。
水
気
流
行
し
て
冬
を
な
す
」（『
全
集
』
第
四
冊
、二
八
一
頁
）
と
見
え
る
。

十
二
、�「
心
統
性
情
」
は
、
張
載
の
思
想
で
あ
る
が
、
朱
子
は
、「
伊
川
性
即
理
也
、
橫

渠
心
統
性
情
二
句
、
顛
撲
不
破
」（『
語
類
』
巻
五
、
九
三
頁
）
と
言
っ
て
、
永

遠
に
論
破
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
真
理
と
し
て
継
承
し
た
の
で
あ
る
。

十
三
、�

拙
稿
「
朱
子
の
「
心
」」（
京
都
大
学
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
十
四
號
、
二

○
一
三
年
）
を
参
照
。

十
四
、�「
天
地
以
此
心
普
及
万
物
、
人
得
之
遂
為
人
之
心
、
物
得
之
遂
為
物
之
心
、
草
木

禽
獣
接
着
遂
為
草
木
禽
獣
之
心
、只
是
一
箇
天
地
之
心
爾
。」（『
語
類
』五
頁
）、「
天

地
之
生
万
物
、
一
箇
物
裏
面
便
有
一
箇
天
地
之
心
。」（『
語
類
』、
六
八
九
頁
）

十
五
、�

拙
稿
「
朱
子
の
「
理
」」（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
号
、
二
○

一
四
年
）
四
一
頁
を
参
照
。

十
六
、�

熊
沢
蕃
山
の
『
大
学
或
問
』
に
「
日
本
の
神
書
と
す
べ
き
書
は
見
へ
ず
。
唯
三

種
の
神
器
の
み
、
此
国
の
神
書
也
。
上
古
は
文
字
も
な
く
、
書
も
な
し
。
心
の

知
仁
勇
を
三
種
の
象
ニ
よ
り
て
示
シ
玉
へ
り
。
玉
の
温
潤
に
し
て
光
明
な
る
を
、

仁
徳
に
か
た
ど
れ
り
、
鏡
の
霊
明
に
し
て
、
能
善
悪
を
わ
か
つ
を
、
知
の
霊
明

に
象
り
、
剣
の
剛
に
し
て
、
よ
く
断
制
す
る
を
以
て
、
勇
の
神
武
に
象
り
給
へ
り
。

易
の
八
卦
六
十
四
卦
の
象
の
ご
と
し
。
知
仁
勇
は
、
天
下
の
達
徳
な
り
。
此
三

種
の
象
を
注
解
し
て
、
経
伝
と
せ
ば
、
是
に
過
た
る
神
書
有
じ
。
三
種
の
注
解
は
、

中
庸
に
し
く
は
な
し
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
二
六
八
頁
）
と
あ
り
、
蕃
山
は
「
知

仁
勇
」
の
三
つ
の
徳
目
を
非
常
に
重
ん
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

十
七
、�『
礼
記
』
礼
運
篇
に
「
何
謂
人
情
。
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
、七
者
弗
学
而
能
」
と
あ
り
、

後
世
で
は
こ
の
「
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
」
を
「
七
情
」
と
称
す
る
。
朱
子
哲
学
に

お
け
る
「
四
端
」
と
「
七
情
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
子
の
「
情
」」（
岡
山

大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

十
八
、�『
集
義
和
書
』
に
「
義
ハ
天
理
ノ
利
徳
ニ
シ
テ
神
武
ノ
勇
ア
リ
」、「
義
は
孝
の
勇
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を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
六

　
蕃
山
思
想
に
お
け
る
「
孝
」
は
、「
太
虚
」「
太
極
」「
神
道
」
と
同
一
で
万
物

の
根
源
を
な
す
本
体
で
あ
り
、「
老
」
と
「
子
」
の
二
字
か
ら
な
り
、そ
れ
が
「
理
」

と
「
気
」
を
象
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
そ
の
対
立
或
い
は

相
対
の
関
係
を
具
象
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
更
に
人
間
の
「
心
」
を
も
象
っ
て
い

る
の
で
あ
る
、
と
い
う
三
つ
の
意
味
を
基
本
義
と
し
て
併
せ
持
つ
概
念
で
あ
る
。

　
人
間
の
「
心
」
と
し
て
の
「
孝
」
は
、「
仁
義
礼
智
」
の
性
（
理
）
と
「
仁
義

礼
智
」
の
理
が
外
物
を
感
じ
た
時
に
発
し
た
「
四
端
」
の
情
で
あ
り
、
ま
た
「
神

道
」
の
内
容
と
さ
れ
る
「
正
直
」「
愛
敬
」「
無
事
」
と
い
う
「
知
仁
勇
」
の
徳
で

も
あ
る
。「
孝
」
と
「
神
道
」
は
同
義
の
概
念
で
あ
る
が
、「
神
道
」
は
抽
象
性
を

帯
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
孝
」
は
「
老
」
と
「
子
」
の
二
字
よ
り
な
る
字
で

具
象
性
を
備
え
て
い
る
。「
神
道
」
を
具
象
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
が
た
め
に
、

蕃
山
は
「
孝
」
を
、「
理
」
及
び
「
心
」
と
解
釈
し
て
「
神
道
」
に
当
て
た
の
で

あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。

　「
孝
」
と
し
て
の
「
仁
義
礼
智
」
は
、「
五
典
十
義
」
を
内
容
と
す
る
人
間
の
道

徳
原
則
だ
け
を
意
味
し
、
そ
れ
が
人
間
に
の
み
存
在
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
専
ら
人
間
の
道
徳
原
則
を
探
求
し
、
人
間
以
外
の
物
の
性
ま

た
は
理
に
は
関
心
が
殆
ど
な
い
、
と
い
う
傾
向
が
頗
る
顕
著
で
あ
る
。
蕃
山
は
、

自
分
の
学
問
に
つ
い
て
「
愚
は
朱
子
に
も
と
ら
ず
、
陽
明
に
も
と
ら
ず
、
た
だ
古

の
聖
人
に
と
り
て
用
ひ
侍
る
也
」（『
集
義
外
書
』、『
全
集
』
第
二
冊
、
一
四
三
頁
）

と
述
べ
て
い
る

（
二
十
一
）。

そ
の
専
ら
人
間
の
道
徳
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
そ
の

道
徳
原
則
を
行
為
の
準
則
と
し
て
遵
守
し
実
行
す
る
こ
と
こ
そ
が
学
問
だ
と
看
做

す
と
い
う
蕃
山
の
こ
の
思
想
は
、
儒
教
教
義
の
本
来
の
姿
か
も
し
れ
な
い
。

注
：

一
、�「
性
中
只
有
仁
義
礼
智
。」（『
朱
子
語
類
』
巻
五
、
廖
謙
録
、
九
二
頁
）。
本
稿
で
は
、

中
華
書
局
の
標
点
本
『
朱
子
語
録
』（
全
八
冊
、
宋
・
黎
靖
徳
編
、
王
星
賢
点
校
、

一
九
九
四
年
）
を
用
い
、
以
下
は
『
語
類
』
と
略
称
す
る
。

二
、「
蓋
孝
弟
是
仁
裏
面
発
出
来
低
。」（『
語
類
』、
二
八
七
○
頁
）

三
、�『
集
義
和
書
』「
義
論
之
一
」（『
増
訂
蕃
山
全
書
』
第
一
冊
、一
八
○
頁
）。
本
稿
で
は
、

『
増
訂
蕃
山
全
書
』（
全
七
冊
、
正
宗
敦
夫
編
纂
、
谷
口
澄
夫
・
宮
崎
道
生
監
修
、

名
著
出
版
、
昭
和
五
十
三
～
五
十
五
年
。
第
七
冊
は
谷
口
澄
夫
・
宮
崎
道
生
編
集
）

を
用
い
る
。
以
下
は
『
全
書
』
と
略
称
す
る
。

四
、�

熊
沢
蕃
山
思
想
に
お
け
る
「
太
極
」「
太
虚
」「
神
道
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
熊

沢
蕃
山
の
「
神
道
」」（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
九
号
、二
○
一
三
年
）、

及
び
拙
稿
「
熊
沢
蕃
山
の
「
神
」」（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀

要
』
第
三
十
八
号
、
二
○
一
四
年
）
を
参
照
。

五
、
拙
稿
「
熊
沢
蕃
山
の
「
神
道
」」（
前
掲
）
を
参
照
。

六
、�「
集
義
和
書
解
題
」
に
「
初
版
（
十
一
行
本
・
十
一
冊
）
寛
文
十
二
年
初
秋
版
（
五

十
四
歳
）」（『
全
集
』
第
一
冊
、
二
三
頁
）
と
あ
る
。

七
、�『
全
集
』
第
三
冊
、
三
頁
を
参
照
。
ま
た
、
北
小
路
俊
光
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』

第
七
冊
に
「
北
小
路
俊
光
日
記
抄
」
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
付
さ
れ
て
い

熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」

　
　孫

　路
易

（11）

る
井
上
通
泰
識
氏
の
「
諸
言
」（『
全
集
』
第
七
冊
、
一
七
三
～
四
頁
）
を
参
照
。

八
、�『
集
義
和
書
』
に
は
「
我
心
則
太
虚
也
。
我
心
則
声
臭
形
色
な
し
」（『
全
集
』
第
一
冊
、

三
六
八
頁
）
と
も
あ
り
、
ま
た
「
仁
者
は
太
虚
を
心
と
す
」（『
全
集
』
第
一
冊
、

九
○
頁
）
と
い
う
表
現
も
見
え
る
。

九
、�「
十
二
消
息
卦
」
は
漢
・
孟
喜
の
説
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
清
・
马
国
翰
編
集
『
玉

函
山
房
辑
佚
书
』
に
は
『
周
易
孟
氏
章
句
』
が
収
め
ら
れ
て
、
そ
の
『
周
易
孟
氏

章
句
』
に
付
し
た
序
文
に
「
唐
大
衍
厯
議
云
、
十
二
月
卦
出
于
孟
氏
章
句
、
其
説

易
本
於
気
而
後
以
人
事
明
之
」
と
あ
り
、『
周
易
孟
氏
章
句
』
に
「
卦
気
図
」
が
付

さ
れ
て
、
そ
の
図
に
「
泰
、
大
壮
、
夬
、
乾
、
姤
、
遯
、
否
、
観
、
剥
、
坤
、
復
、
臨
」

の
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
十
二
卦
が
一
番
外
側
の
上
下
左
右
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。

十
、�『
易
経
小
解
』
に
「
乾
は
至
誠
無
息
の
天
徳
也
。
上
天
の
載
は
、無
声
無
臭
と
い
へ
り
。

元
亨
利
貞
は
乾
の
條
理
也
」（『
全
集
』
第
四
冊
、
二
八
一
頁
）
と
あ
り
、『
集
義
和

書
』
に
「
天
道
ハ
至
誠
無
息
也
。
故
ニ
誠
字
ヲ
中
ニ
書
ス
。
誠
ハ
天
之
道
ナ
レ
バ
也
。

其
中
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
元
亨
利
貞
ノ
条
理
ア
リ
、
是
ヲ
天
ノ
四
徳
と
云
」（『
全
集
』
第

一
冊
、
一
三
三
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
二
文
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、「
乾
道
」
は
即
ち

「
天
道
」
で
あ
り
、
即
ち
「
元
亨
利
貞
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

十
一
、�『
易
経
小
解
』に
も「
故
に
元
は
木
神
也
。
木
気
流
行
し
て
春
を
成
。
亨
は
火
神
也
。

火
気
流
行
し
て
夏
を
成
。
利
は
金
神
也
。
金
気
流
行
し
て
秋
を
な
す
。
貞
は
水

神
也
。
水
気
流
行
し
て
冬
を
な
す
」（『
全
集
』
第
四
冊
、二
八
一
頁
）
と
見
え
る
。

十
二
、�「
心
統
性
情
」
は
、
張
載
の
思
想
で
あ
る
が
、
朱
子
は
、「
伊
川
性
即
理
也
、
橫

渠
心
統
性
情
二
句
、
顛
撲
不
破
」（『
語
類
』
巻
五
、
九
三
頁
）
と
言
っ
て
、
永

遠
に
論
破
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
真
理
と
し
て
継
承
し
た
の
で
あ
る
。

十
三
、�

拙
稿
「
朱
子
の
「
心
」」（
京
都
大
学
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
十
四
號
、
二

○
一
三
年
）
を
参
照
。

十
四
、�「
天
地
以
此
心
普
及
万
物
、
人
得
之
遂
為
人
之
心
、
物
得
之
遂
為
物
之
心
、
草
木

禽
獣
接
着
遂
為
草
木
禽
獣
之
心
、只
是
一
箇
天
地
之
心
爾
。」（『
語
類
』五
頁
）、「
天

地
之
生
万
物
、
一
箇
物
裏
面
便
有
一
箇
天
地
之
心
。」（『
語
類
』、
六
八
九
頁
）

十
五
、�

拙
稿
「
朱
子
の
「
理
」」（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
号
、
二
○

一
四
年
）
四
一
頁
を
参
照
。

十
六
、�

熊
沢
蕃
山
の
『
大
学
或
問
』
に
「
日
本
の
神
書
と
す
べ
き
書
は
見
へ
ず
。
唯
三

種
の
神
器
の
み
、
此
国
の
神
書
也
。
上
古
は
文
字
も
な
く
、
書
も
な
し
。
心
の

知
仁
勇
を
三
種
の
象
ニ
よ
り
て
示
シ
玉
へ
り
。
玉
の
温
潤
に
し
て
光
明
な
る
を
、

仁
徳
に
か
た
ど
れ
り
、
鏡
の
霊
明
に
し
て
、
能
善
悪
を
わ
か
つ
を
、
知
の
霊
明

に
象
り
、
剣
の
剛
に
し
て
、
よ
く
断
制
す
る
を
以
て
、
勇
の
神
武
に
象
り
給
へ
り
。

易
の
八
卦
六
十
四
卦
の
象
の
ご
と
し
。
知
仁
勇
は
、
天
下
の
達
徳
な
り
。
此
三

種
の
象
を
注
解
し
て
、
経
伝
と
せ
ば
、
是
に
過
た
る
神
書
有
じ
。
三
種
の
注
解
は
、

中
庸
に
し
く
は
な
し
」（『
全
集
』
第
三
冊
、
二
六
八
頁
）
と
あ
り
、
蕃
山
は
「
知

仁
勇
」
の
三
つ
の
徳
目
を
非
常
に
重
ん
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

十
七
、�『
礼
記
』
礼
運
篇
に
「
何
謂
人
情
。
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
、七
者
弗
学
而
能
」
と
あ
り
、

後
世
で
は
こ
の
「
喜
怒
哀
懼
愛
悪
欲
」
を
「
七
情
」
と
称
す
る
。
朱
子
哲
学
に

お
け
る
「
四
端
」
と
「
七
情
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
子
の
「
情
」」（
岡
山

大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

十
八
、�『
集
義
和
書
』
に
「
義
ハ
天
理
ノ
利
徳
ニ
シ
テ
神
武
ノ
勇
ア
リ
」、「
義
は
孝
の
勇



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
号
（
二
〇
一
五
・
十
一
）

（12）

な
り
。
礼
は
孝
の
品
節
な
り
。
智
は
孝
の
神
明
也
。
信
は
孝
の
実
也
」（『
全
集
』

第
一
冊
、
一
三
六
頁
と
一
八
一
～
二
頁
）
と
あ
り
、「
義
」
は
「
勇
」
に
当
た
る

の
で
あ
る
。
因
み
に
、「
心
の
神
明
を
知
と
云
」（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、

三
五
六
頁
）と
あ
り
、「
心
の
神
明
を
良
知
と
云
。
此
良
知
は
夜
光
の
玉
也
。」（「
歌

の
注
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
三
二
頁
）
と
も
あ
り
、「
知
」「
智
」
は
「
良
知
」

と
も
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
九
、�

拙
稿
「
朱
子
の
「
理
」」（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
号
、
二
○

一
四
年
）
を
参
照
。

二
十
、�「
五
典
十
義
」
に
つ
い
て
、『
集
義
和
書
』「
心
法
図
解
」
の
「
人
道
」
に
詳
細
な

解
説
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
八
頁
）。『
孟
子
』
滕
文
公
篇

に
「
聖
人
有
憂
之
、
使
契
為
司
徒
、
教
以
人
倫
。
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫

婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋
友
有
信
」
と
あ
り
、『
礼
記
』「
礼
運
」
に
「
何
謂
人
義
。

父
慈
、
子
孝
、
兄
良
、
弟
弟
、
夫
義
、
婦
聴
、
長
惠
、
幼
順
、
君
仁
、
臣
忠
，

十
者
謂
之
人
義
」
と
あ
る
。

二
十
一
、�

こ
の
文
の
続
き
の
文
に「
愚
拙
自
反
慎
独
の
功
の
内
に
向
て
受
用
と
な
る
事
は
、

陽
明
の
良
知
の
発
起
に
取
、
惑
を
辨
る
事
は
、
朱
子
窮
理
の
学
に
よ
り
侍
り
」

（『
全
集
』
第
二
冊
、
一
四
四
頁
）
と
あ
る
。『
集
義
和
書
』
に
も
同
様
の
記
述

が
見
え
（『
全
集
』
第
一
冊
、
一
八
八
頁
と
一
八
九
頁
）、
蕃
山
は
、
古
の
聖

人
の
学
を
取
り
入
れ
て
用
い
る
た
め
に
、
朱
子
と
王
陽
明
の
学
説
を
そ
れ
ぞ

れ
部
分
的
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
三
）
―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
中
）

　附

　山
本
九
右
衛
門
の
高
麗
橋
二
丁
目
へ
の
移
転
、
享
保
八
年
頃
説
の
提
示

―

　
　山

本

　秀
樹
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大
阪
本
屋
仲
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史
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中
）
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　山
本
九
右
衛
門
の
高
麗
橋
二
丁
目
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享
保
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年
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説
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―
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補
訂
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　�

　
前
号
（
２
）、（
10
）、（
14
）
頁
に
引
い
た
『
鑑
定
録
』〔
六
〕
享
保
八
年
、
本
屋

仲
間
行
司
設
置
を
願
い
出
た
大
阪
の
本
屋
仲
間
二
十
四
名
の
連
名
中
17
番
め
に
高

麗
橋
二
丁
目
の
「
正
本
屋
九
右4

衛
門
」
な
る
書
籍
商
が
出
て
、
そ
の
都
度
、『

以享�

後保

大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
中
に
出
版
出
願
記
録
の
残
る
正
本
屋
（
西
沢
氏
）
九
左4

衛

門
か
と
付
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
九
左
衛
門
の
可
能
性
は
な
い
確
証
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
早
速
修
正
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
一

　
　�

九
左
衛
門
の
所
在
は
、
前
号
来
参
照
し
て
い
る
塩
村
耕
氏
の
一
覧
（
す
な
わ
ち
元

禄
期
）
に
「
上
久
宝
寺
町
三
丁
目
（
播
磨
町
）」、
ま
た
、『

以享�

後保
大
阪
出
版
書
籍
目

録
』
に
（
す
な
わ
ち
享
保
以
後
）
木
挽
南
町
、
心
斎
橋
木
挽
町
中
之
町
と
な
っ
て

い
て
、『
鑑
定
録
』
が
九
右
衛
門
の
所
在
と
し
た
高
麗
橋
二
丁
目
で
は
な
い
。

　
　�

　
一
方
、
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
の
『
差
定
帳

0

0

0

』〔
四
〕
に
は
享
保
十
一

0

0

年
五
月
十
七

日
付
の
本
屋
仲
間
加
入

0

0

0

0

0

0

の
誓
約
書
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に
成
立
後
の

0

0

0

0

本
屋
仲
間
に
加
入

0

0

し
た
書
籍
商
五
十
八
名
の
連
名
が
含
ま
れ
て
い
て
、
木
挽
町
中

0

0

0

0

之
町
の
正
本
屋
九
左
衛
門
の
名
は
そ
の
中
に
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
す
な
わ
ち
、
正
本
屋
九
右4

衛

門
は
享
保
度
の
本
格
的
本
屋
仲
間
成
立
前
か
ら
の

0

0

0

0

中
核
的
二
十
四
名
の
う
ち
で
あ

り
、
正
本
屋
九
左4

衛
門
は
そ
の
成
立
後
の
加
入

0

0

0

0

者
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
人
が
ま
ぎ

れ
よ
う
も
な
い
こ
と
は
、
注
意
が
行
き
届
い
て
さ
え
い
れ
ば
史
料
に
書
い
て
あ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　�

　
こ
う
い
う
わ
け
で
、
高
麗
橋
二
丁
目
の
正
本
屋
九
右
衛
門
は
断
じ
て
木
挽
町
中

之
町
の
正
本
屋
九
左
衛
門
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
い
な
っ
た
。

　
　
　
　
二

　
　�

―
―
な
ど
と
く
ど
く
ど
と
私
に
述
べ
ら
れ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
ん
な
こ
と
は
―
―

こ
れ
ら
の
所
在
と
名
前
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
―
―
浄
瑠
璃
に
く
わ

し
い
読
者
に
と
っ
て
は
基
本
的
常
識
に
類
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
、
私

は
こ
の
場
で
不
明
を
わ
び
る
べ
き
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　�

　
正
本
屋
九
右
衛
門
は
、
す
な
わ
ち
近
松
浄
瑠
璃
正
本
の
出
版
書
籍
商
と
し
て
著

名
な
山
本

0

0

九
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い（

１
）る

。

　
　�

　
こ
の
山
本
九
右
衛
門
が
二
十
四
名
の
う
ち
に
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
、

祐
田
善
雄
『
浄
瑠
璃
史
論
考
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
年
）「
近
松
浄
瑠
璃
七

行
本
の
研
究
」（
初
出
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
『
山
辺
道
』
八
）
で
、
山
本
九
右
衛

門
が
元
禄
十
一
年
八
月
の
大
阪
の
有
力
な
板
元
二
十
四
軒
の
重
板
類
板
の
取
締
の

請
願
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
記
す
。


